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お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭
日
も

納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５

分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い
よ
う

に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。納
税
の
お
忘
れ
に
ご

注
意
を
、口
座
の
確
認
も
お
忘
れ
な
く
！

5
月
29
日（
土
）・5
月
30
日（
日
）

町
税
等
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

住
民
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

10
日（
月
）・２０
日（
木
）・２6
日（
水
）で

す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に
よ
り
、

順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長（
○
○

課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

１０
日（
木
）・18
日（
金
）・２9
日（
火
）の

予
定
で
す
。

会
計
課
窓
口
に
て
切
手・は
が
き・群
馬
県

証
紙・収
入
印
紙
を
取
扱
って
い
ま
す
。取

扱
手
数
料
が
町
に
入
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
取
扱
い
の
な
い
金
種
も
あ
り
ま
す
の

で
、事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
動
車
税（
県
税
）の
納
期
は
５
月
３１

日（
月
）で
す
。

自
動
車
税
等
の
県
税
は
役
場
会
計
課
で

も
納
付
で
き
、そ
の
取
扱
い
事
務
費
が
町

に
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
１
期

軽
自
動
車
税

納
期
限
は
５
月
３１
日（
月
）で
す

月
5

の
納
税

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

5
月
の
支
払
日

6
月
の
支
払
日

55 有
料
広
告

人口
　男
　女
世帯

（　53）
（　25）
（　28）
（　 1）

ー

ー

ー

ー

（　）内は前月比

6,920人
3,403人
3,517人
3,266世帯

転入  19人/  出生 3人
転出  62人/  死亡 13人

（4月1日現在）

（3月中）

下仁田町下仁田町

広
報 月
広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

２０２１年２０２１年 No781

月月

有
料
広
告

3月届出分〈敬称略・順不同〉

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（節　子）
（　満　）
（渡辺浩）
（金井直美）
（謙　治）
（得　司）
（たつ乃）
（盛　司）
（洋　二）
（謙　二）

上　町
下小坂
小　川
川　井
南野牧
上　町
東　町
吉　崎
矢　川
吉　崎

林　茂雄
新井　覚
石井　武
松口　勝己
並木　榮治
新井　節子
町田　誠一
橋　数幸
村岡　勝𠮷
神戸　治雄

プライド・イン

自然と文化が融合する

イベント

地　区
ご出産おめでとうございます

神 戸　蓮 大 （祐人・静香）  下　町

（保護者）出　生　児
れお

高 橋　優 月 （大基・静香）  小　川
ゆづき

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

有
料
広
告

10：00～20：00（最終入館は19：30となります）※
当面の間
10：00～20：00（最終入館は19：30となります）※
当面の間

営
業
時
間

急
募

皆様のお越しをスタッフ一同、お待ちしております。皆様のお越しをスタッフ一同、お待ちしております。

いっしょに働きませんか？パート・社員大募集!!いっしょに働きませんか？パート・社員大募集!!
【パート】若干名　年齢不問
①フロント②レストランホール③洗い場④清掃
時給９００円　土日祝は９５０円　１８時以降　１,０００円　土日祝は　１,０５０円
【社員】
賃金：月給20万円～40万円、交通費支給、社会保険完備、週休二日制（シフト制）

【パート】若干名　年齢不問
①フロント②レストランホール③洗い場④清掃
時給９００円　土日祝は９５０円　１８時以降　１,０００円　土日祝は　１,０５０円
【社員】
賃金：月給20万円～40万円、交通費支給、社会保険完備、週休二日制（シフト制）

憩いと癒しのひとときを当館で憩いと癒しのひとときを当館で

営業時間短縮のお知らせ営業時間短縮のお知らせ

青空の音楽イベント『BLUE ROCK HEAVEN』開催
（～青岩公園の新たな可能性とバイブレーションテーブル～）
青空の音楽イベント『BLUE ROCK HEAVEN』開催
（～青岩公園の新たな可能性とバイブレーションテーブル～）

●お問い合わせ　下仁田町大字南野牧9326-1　☎0274-67-5577

4月4日（日）キッチンカーやバンドで賑わった青岩公園4月4日（日）キッチンカーやバンドで賑わった青岩公園

『しもにたインフォメールを登録して
町からのお知らせを受信ください（P2）』
『しもにたインフォメールを登録して
町からのお知らせを受信ください（P2）』
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令和３年 ６月～１１月検針分
【手続き不要】

・水道料金使用料（2ヶ月分）

基本料金 超過料金（従量料金）（１㎥増毎）
２０㎥まで
２１㎥ ～ ４０㎥
４１㎥ ～ １００㎥ 
１０１㎥ ～ ２００㎥ 
２０１㎥以上
４０㎥まで
４１㎥ ～ １００㎥ 
１０１㎥ ～ ２００㎥ 
２０１㎥ ～ ５００㎥ 
５０１㎥以上

－
172 円
180 円
188 円
198 円
－

211 円
220 円
232 円
246 円

こちらの基本料金が 6ヶ月分減免となります。 こちらのメーター使用料が 6ヶ月分減免となります。

用途

家
庭
用

そ
の
他
用

2,780 円

０円

6,240 円

０円

（2ヶ月分：税抜）

メーター使用料

13ｍｍ
20ｍｍ
25ｍｍ
30ｍｍ
40ｍｍ
50ｍｍ
75ｍｍ
100ｍｍ

160 円
280 円
320 円
460 円
500 円
1,900 円
2,540 円
3,280 円

０円

　新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、町民、業者等の支援を目的に町営水道を使用されてい
る全契約者の水道料金の減免を行います。
●対象期間　６ヶ月分水道料金
※偶数月検針地区（馬山・西牧・青倉）…令和3年6・8・10月検針分
※奇数月検針地区（下仁田・小坂）…令和3年7・9・11月検針分
●減免内容
上水道の基本料金及び水道メーター使用料をそれぞれ全額減免いたします。
※上水道の使用水量が基本使用料範囲内の場合は、料金が発生しないため請求はしません。
※超過料金（従量料金）「使用水量が基本使用料でのご使用いただける範囲（家庭用20㎥、その他
用40㎥）を超えた場合に、水量に応じて発生する料金」は通常通り請求いたします。

●申請手続
※今回の減免にかかる申請手続きは不要です。検針票には基本料金、メーター使用料減額後の料金が
記載されます。

※ご不明な点等ありましたら、下記お問い合わせ先までご連絡ください。
《問い合わせ》下仁田町役場　建設水道課庶務係　TEL 0274-64-8808（直通）   

例）家庭用、水道メーターの口径が13ｍｍの水栓で、使用料金が２ヶ月
で30㎥の場合

区分

基本使用料
(20㎥分含む）

水道メーター
使用料

消費税

合計

超過料金（従量料金）
30㎥－20㎥＝10㎥

通常料金

2,780円

160円

1,720円

466円

5,126円

0円

0円

1,720円

172円

1,892円

△2,780円

△160円

0円

△294円

△3,234円

減免後 差額

例）その他用、水道メーターの口径が25ｍｍの水栓で、使用料金が２ヶ月
で100㎥の場合

区分

基本使用料
(40㎥分含む）

水道メーター
使用料

消費税

合計

超過料金（従量料金）
100㎥－40㎥＝60㎥

通常料金

6,240円

320円

12,660円

1,922円

21,142円

0円

0円

12,660円

1,266円

13,926円

△6,240円

△320円

0円

△656円

△7,216円

減免後 差額

水道料金の基本料金とメーター使用料を減免します。

行政情報行政情報

　
防
災
情
報
を
は
じ
め
、
火
災
情

報
、
町
か
ら
の
お
知
ら
せ
等
、
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
を
メ
ー
ル
で
配
信

し
て
い
ま
す
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
取
る
か
「t-shim

onita@
sg-m

.-
jp

」
ア
ク
セ
ス
し
て
登
録
し
て
く
だ

さ
い
。 「

し
も
に
た

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
ル
」

町
の
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
！

新型コロナウイルス感染症拡大対策事業
～確かな保健衛生と経済活性化に向けて（令和3年度4月補正予算関連）～

事業名

放課後子ども教室等感染
防止対策事業 教育課

担当課等事業の概要

放課後子ども教室及び土曜スクールにおける新型コロナウイル
ス感染症対策として、手指消毒液・非接触型体温計・空気清浄機
を購入します。

新型コロナウイルスワクチン
接種のための高齢者等
交通費助成事業

福祉課
ワクチン接種会場までの移動手段のない高齢者等のために、タク
シー券を発行することにより移動手段を確保する。この事業を行
うことにより交通弱者であっても希望者全てがワクチン接種を受
けることが出来るよう支援いたします。

水道料金支援事業 建設水道課
新型コロナウィルスの影響を受けている事業者・町民等の負担
軽減を図ることを目的に、令和3年6月～11月検針分（検針3回
分）の町営水道料金について基本料金及びメーター使用料を全
額免除します。※詳細は次頁参照

下仁田町応援商品券
交付事業 商工観光課

新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、町民及び町内業者の経済的支援を
目的に、１人当たり10,000円の商品券を給付します。商品券の内訳につい
ては、地元小規模自営業者への支援を図るため、7,000円分を小規模店舗
専用券（飲食店含む）、3,000円分を共通券（大型・小規模店舗）とします。

下仁田町観光宿泊施設等
応援給付金 商工観光課

GoToトラベルの一時中止や、緊急事態宣言による外出自粛等の影響で、
入込客数が減少した町内の宿泊業及び浴場業を営む事業者で、国の持続
化給付金を受けている事業者に対し、今後の事業継続に向けた支援とし
て、月に係る光熱費の2/3以内（上限100,000円）を6カ月間給付します。

下仁田町泊まって
応援キャンペーン事業※ 商工観光課

町内宿泊施設に一人1泊7,000円以上の宿泊料金に対し、最大
4,000円分の商品券を配布します。

愛郷下仁田応援キャンペーン
事業※

※新型コロナウイルス感染症の状況等により、延期又は中止となる場合があります。

商工観光課
愛郷ぐんまプロジェクトに登録した町内宿泊施設で、一人1泊
7,000円以上の宿泊料金に対し2,000円分の商品券を配布しま
す。
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令和３年 ６月～１１月検針分
【手続き不要】

・水道料金使用料（2ヶ月分）

基本料金 超過料金（従量料金）（１㎥増毎）
２０㎥まで
２１㎥ ～ ４０㎥
４１㎥ ～ １００㎥ 
１０１㎥ ～ ２００㎥ 
２０１㎥以上
４０㎥まで
４１㎥ ～ １００㎥ 
１０１㎥ ～ ２００㎥ 
２０１㎥ ～ ５００㎥ 
５０１㎥以上

－
172 円
180 円
188 円
198 円
－

211 円
220 円
232 円
246 円

こちらの基本料金が 6ヶ月分減免となります。 こちらのメーター使用料が 6ヶ月分減免となります。

用途

家
庭
用

そ
の
他
用

2,780 円

０円

6,240 円

０円

（2ヶ月分：税抜）

メーター使用料

13ｍｍ
20ｍｍ
25ｍｍ
30ｍｍ
40ｍｍ
50ｍｍ
75ｍｍ
100ｍｍ

160 円
280 円
320 円
460 円
500 円
1,900 円
2,540 円
3,280 円

０円

　新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、町民、業者等の支援を目的に町営水道を使用されてい
る全契約者の水道料金の減免を行います。
●対象期間　６ヶ月分水道料金
※偶数月検針地区（馬山・西牧・青倉）…令和3年6・8・10月検針分
※奇数月検針地区（下仁田・小坂）…令和3年7・9・11月検針分
●減免内容
上水道の基本料金及び水道メーター使用料をそれぞれ全額減免いたします。
※上水道の使用水量が基本使用料範囲内の場合は、料金が発生しないため請求はしません。
※超過料金（従量料金）「使用水量が基本使用料でのご使用いただける範囲（家庭用20㎥、その他
用40㎥）を超えた場合に、水量に応じて発生する料金」は通常通り請求いたします。

●申請手続
※今回の減免にかかる申請手続きは不要です。検針票には基本料金、メーター使用料減額後の料金が
記載されます。

※ご不明な点等ありましたら、下記お問い合わせ先までご連絡ください。
《問い合わせ》下仁田町役場　建設水道課庶務係　TEL 0274-64-8808（直通）   

例）家庭用、水道メーターの口径が13ｍｍの水栓で、使用料金が２ヶ月
で30㎥の場合

区分

基本使用料
(20㎥分含む）

水道メーター
使用料

消費税

合計

超過料金（従量料金）
30㎥－20㎥＝10㎥

通常料金

2,780円

160円

1,720円

466円

5,126円

0円

0円

1,720円

172円

1,892円

△2,780円

△160円

0円

△294円

△3,234円

減免後 差額

例）その他用、水道メーターの口径が25ｍｍの水栓で、使用料金が２ヶ月
で100㎥の場合

区分

基本使用料
(40㎥分含む）

水道メーター
使用料

消費税

合計

超過料金（従量料金）
100㎥－40㎥＝60㎥

通常料金

6,240円

320円

12,660円

1,922円

21,142円

0円

0円

12,660円

1,266円

13,926円

△6,240円

△320円

0円

△656円

△7,216円

減免後 差額

水道料金の基本料金とメーター使用料を減免します。

行政情報行政情報

　
防
災
情
報
を
は
じ
め
、
火
災
情

報
、
町
か
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の
お
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せ
等
、
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ま
ざ
ま
な
情
報
を
メ
ー
ル
で
配
信

し
て
い
ま
す
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
取
る
か
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」
ア
ク
セ
ス
し
て
登
録
し
て
く
だ

さ
い
。 「

し
も
に
た

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
ル
」

町
の
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
！

新型コロナウイルス感染症拡大対策事業
～確かな保健衛生と経済活性化に向けて（令和3年度4月補正予算関連）～

事業名

放課後子ども教室等感染
防止対策事業 教育課

担当課等事業の概要

放課後子ども教室及び土曜スクールにおける新型コロナウイル
ス感染症対策として、手指消毒液・非接触型体温計・空気清浄機
を購入します。

新型コロナウイルスワクチン
接種のための高齢者等
交通費助成事業

福祉課
ワクチン接種会場までの移動手段のない高齢者等のために、タク
シー券を発行することにより移動手段を確保する。この事業を行
うことにより交通弱者であっても希望者全てがワクチン接種を受
けることが出来るよう支援いたします。

水道料金支援事業 建設水道課
新型コロナウィルスの影響を受けている事業者・町民等の負担
軽減を図ることを目的に、令和3年6月～11月検針分（検針3回
分）の町営水道料金について基本料金及びメーター使用料を全
額免除します。※詳細は次頁参照

下仁田町応援商品券
交付事業 商工観光課

新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、町民及び町内業者の経済的支援を
目的に、１人当たり10,000円の商品券を給付します。商品券の内訳につい
ては、地元小規模自営業者への支援を図るため、7,000円分を小規模店舗
専用券（飲食店含む）、3,000円分を共通券（大型・小規模店舗）とします。

下仁田町観光宿泊施設等
応援給付金 商工観光課

GoToトラベルの一時中止や、緊急事態宣言による外出自粛等の影響で、
入込客数が減少した町内の宿泊業及び浴場業を営む事業者で、国の持続
化給付金を受けている事業者に対し、今後の事業継続に向けた支援とし
て、月に係る光熱費の2/3以内（上限100,000円）を6カ月間給付します。

下仁田町泊まって
応援キャンペーン事業※ 商工観光課

町内宿泊施設に一人1泊7,000円以上の宿泊料金に対し、最大
4,000円分の商品券を配布します。

愛郷下仁田応援キャンペーン
事業※

※新型コロナウイルス感染症の状況等により、延期又は中止となる場合があります。

商工観光課
愛郷ぐんまプロジェクトに登録した町内宿泊施設で、一人1泊
7,000円以上の宿泊料金に対し2,000円分の商品券を配布しま
す。
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群
馬
県
が
行
っ
て
い
る
「
愛
郷

ぐ
ん
ま
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
２
弾
」

の
連
動
企
画
と
し
て
、
令
和
３
年

４
月
16
日
（
金
）
か
ら
「
愛
郷
下

仁
田
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
期
間
内
に
、
愛
郷
ぐ
ん
ま
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
利
用
し
て
、
町
内
登

録
施
設
に
宿
泊
す
る
群
馬
県
内
在

住
者
を
対
象
に
、
町
内
登
録
店
で

使
用
可
能
な
商
品
券
を
、
１
人
１

泊
に
つ
き
２
，
０
０
０
円
分
を
贈

呈
し
ま
す
。

　
さ
ら
に…

！
こ
の
企
画
と
合
わ

せ
て
下
仁
田
町
蒟
蒻
消
費
拡
大
推

進
協
議
会
で
は
、
「
こ
ん
に
ゃ
く

手
作
り
セ
ッ
ト
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
お
り
ま
す
。
手
作
り
の
こ
ん

に
ゃ
く
は
ひ
と
味
も
ふ
た
味
も

違
っ
て
お
い
し
い
で
す
よ
。

　
下
仁
田
町
内
在
住
の
方
が
、
町

内
の
施
設
に
宿
泊
さ
れ
る
場
合
も

適
用
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

愛
郷
下
仁
田
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
！

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
多
大
な
る
影
響
を
受
け

て
い
る
町
民
の
み
な
さ
ん
の
生
活

支
援
及
び
、
町
内
経
済
振
興
に
資

す
る
た
め
、
下
仁
田
町
内
の
お
店

で
使
え
る
商
品
券
を
住
民
１
人
あ

た
り
１
万
円
分
配
布
し
ま
す
！

●
対
象
者

令
和
３
年
４
月
13
日
現
在
、
下
仁

田
町
に
住
所
を
有
し
て
い
る
方

●
配
布
期
間

令
和
３
年
５
月
下
旬
に
宅
配
業
者

に
よ
り
配
布
し
ま
す
。

●
利
用
可
能
期
間

令
和
３
年
６
月
１
日
（
火
）
〜

令
和
３
年
12
月
31
日
（
金
）
ま
で

●
金
額

・
小
規
模
店
舗
専
用
券
（
飲
食
店

含
む
）
７
，
０
０
０
円

・
共
通
券
　
３
，
０
０
０
円
分

●
利
用
可
能
店
舗

　
利
用
可
能
店
舗
は
、
商
品
券
と

同
封
す
る
店
舗
一
覧
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
町
Ｈ
Ｐ
で
も
随
時
更
新

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
利
用
可
能

店
舗
に
は
ポ
ス
タ
ー
が
掲
示
さ
れ

ま
す
。

●
そ
の
他

・
商
品
券
を
紛
失
、
破
損
し
た
場

合
、
い
か
な
る
場
合
も
再
交
付
は

し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
換
金
は
で
き

ま
せ
ん
。

・
商
品
券
が
届
き
ま
し
た
ら
必
ず

使
用
前
に
枚
数
と
冊
数
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

・
受
け
取
り
が
で
き
ず
、
郵
送
物

が
役
場
に
戻
っ
て
き
た
場
合
は
、

窓
口
に
て
申
請
書
を
提
出
す
る
こ

と
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
現
住
所
を
証
明
で
き
る
本
人

確
認
書
類
と
印
鑑
を
持
っ
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

・
そ
の
他
、
ご
不
明
の
点
は
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

　現
在
、
令
和
３
年
度
下
仁
田
町

応
援
商
品
券
の
取
り
扱
い
事
業
者

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

●
取
り
扱
い
店
の
登
録
資
格

（
１
）
申
請
者
が
下
仁
田
町
内
に

事
業
所
を
有
す
る
事
業
者
で
あ
る

こ
と
。

（
２
）
各
種
関
係
法
令
等
を
厳
守

し
事
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

（
３
）
代
表
者
等
が
暴
力
団
員
に

よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
に
関
す

る
法
律
（
平
成
３
年
法
律
第
７
７

号
）
に
掲
げ
る
暴
力
団
の
構
成
員

等
で
は
な
い
こ
と
。

（
４
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
予
防
に
努
め
る
こ
と
。

　
新
規
登
録
事
業
者
の
方
と
、
昨

年
登
録
済
み
の
事
業
者
の
方
で
、

登
録
方
法
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

●
新
規
登
録
者（
昨
年
の
商
品
券
対

象
店
舗
に
未
登
録
の
事
業
者
）

・
令
和
３
年
５
月
６
日
（
木
）
ま

で
に
、
「
登
録
申
請
書
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
下

仁
田
町
役
場
商
工
観
光
課
窓
口
で

配
布
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
町

の
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
継
続
登
録
者（
昨
年
の
商
品
券
対

象
店
舗
に
登
録
済
み
の
事
業
者
）

・
継
続
し
て
登
録
し
て
い
た
だ
く

場
合
は
、
新
た
に
申
請
書
の
提
出

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
登
録
内
容

に
変
更
等
必
要
な
場
合
の
み
、

「
変
更
届
出
書
」
を
令
和
３
年
５

月
６
日
（
木
）
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
登
録
を
辞
退
さ
れ
る

場
合
も
期
限
ま
で
に
「
変
更
届
出

書
」
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ・提
出
先

商
工
観
光
課
商
工
観
光
係

☎
64―

８
８
０
５

●
期
間

令
和
３
年
４
月
16
日
（
金
）
〜

令
和
３
年
５
月
31
日
（
月
）
宿
泊
分

ま
で

●
登
録
施
設

・
下
仁
田
温
泉
清
流
荘

・
下
仁
田
館

・
常
盤
館

・
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
　
Ｓ
　
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｈ

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
、延
期
又
は
中
止
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。 ’

共通券共通券

小規模店舗
専用券
（飲食店含む）

小規模店舗
専用券
（飲食店含む）

町
内
事
業
者
の
方
々
へ

行政情報行政情報
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」
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ・提
出
先

商
工
観
光
課
商
工
観
光
係

☎
64―

８
８
０
５

●
期
間

令
和
３
年
４
月
16
日
（
金
）
〜

令
和
３
年
５
月
31
日
（
月
）
宿
泊
分

ま
で

●
登
録
施
設

・
下
仁
田
温
泉
清
流
荘

・
下
仁
田
館

・
常
盤
館

・
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
　
Ｓ
　
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｈ

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
、延
期
又
は
中
止
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。 ’

共通券共通券

小規模店舗
専用券
（飲食店含む）

小規模店舗
専用券
（飲食店含む）

町
内
事
業
者
の
方
々
へ

行政情報行政情報



7 6下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた

町内観光をもっと満喫町内観光をもっと満喫

荒船の湯
とびきりの極上時間

荒船の湯
とびきりの極上時間

町から㈱アーキテクトに民間譲渡された『荒船の湯』
温泉施設・食事・サービスも全面リニューアル
今年のお出かけは『町内観光』がとってもおすすめ

安心して利用できるための企業努力〜
ご
挨
拶
〜

入館前は検温と消毒入館前は検温と消毒
最新鋭『除菌ミストシャワー』
入館時に身体全体を除菌
最新鋭『除菌ミストシャワー』
入館時に身体全体を除菌

1時間に一度のこまめな
除菌作業
1時間に一度のこまめな
除菌作業

きのこ汁うどん＆卵かけご飯きのこ汁うどん＆卵かけご飯

抜
群
の
解
放
感

　
　
　『露
天
風
呂
』

抜
群
の
解
放
感

　
　
　『露
天
風
呂
』

つぼ湯（女性）つぼ湯（女性）
テレワーク可能
おしゃれなロビー
テレワーク可能
おしゃれなロビー

https://arafunenoyu.comhttps://arafunenoyu.com
☎0274‒67‒5577☎0274‒67‒5577

荒船の湯

　㈱
ア
ー
キ
テ
ク
ト
は
、深

谷
に
本
社
を
置
き
、建
築
業

を
主
体
と
し
た
企
業
で
、高

齢
者
介
護
施
設
や
カ
フ
ェ
な

ど
多
角
的
に
経
営
し
て
い
ま

す
。　こ

れ
ま
で
町
営
温
泉
施
設

と
し
て
経
営
さ
れ
て
き
た『

荒
船
の
湯
』を
令
和
元
年
に

譲
受
け
、全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
新
た
な
施
設
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　町
民
の
方
々
に
愛
さ
れ
る

観
光
施
設
と
し
て
運
営
し
て

い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
足
を
お

運
び
く
だ
さ
い
。

　 　㈱
ア
ー
キ
テ
ク
ト
は
、深

谷
に
本
社
を
置
き
、建
築
業

を
主
体
と
し
た
企
業
で
、高

齢
者
介
護
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設
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カ
フ
ェ
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多
角
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す
。　こ
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と
し
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経
営
さ
れ
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き
た『

荒
船
の
湯
』を
令
和
元
年
に

譲
受
け
、全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
新
た
な
施
設
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　町
民
の
方
々
に
愛
さ
れ
る

観
光
施
設
と
し
て
運
営
し
て

い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
足
を
お

運
び
く
だ
さ
い
。

　

充実のお子様メニュー充実のお子様メニュー

下仁田クラフトビール下仁田クラフトビール

風呂上がりに一度は
飲みたい！

風呂上がりに一度は
飲みたい！

プライベート空間『個室』プライベート空間『個室』

下仁田ネギ苗がたっぷり
『豊洲直送ネギトロ鉄火丼』
下仁田ネギ苗がたっぷり
『豊洲直送ネギトロ鉄火丼』

大広間大広間

山口直人 館長

神戸さん神戸さん
スタッフスタッフ

お風呂上が
りにさらに

癒される

最新型マッ
サージ器お風呂上が
りにさらに

癒される

最新型マッ
サージ器

『元祖下仁田みそ豚丼』

荒船の湯荒船の湯
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下仁田町役場　☎0274－82－2111（代表）

令和3年度（2021）一般会計予算

歳出

歳入 1世帯当たりが
納める町税 約12万円

1人当たりが
納める町税

人　口　　　6,920人
世　帯　　　3,266世帯

令和2年度末起債残高見込
55億0,198万円

町民1人当たり
約80万円

令和2年度末財政調整基金残高見込
13億1,321万円

町民1人当たり
約19万円

※令和3年4月1日現在

約25万円

　令和3年度下仁田町の一般会計予算は46億9,100万円で、前年度比較4億8,500万円の減額（△9.4％）となりました。
　今年度も「第5次総合計画」や「下仁田町まち・ひと・しごと創生総合戦略」の政策体系に基づき、本町の発展に繋
がる施策や事業を中心に効率的な予算配分を行い、この予算のもとで【町民中心のまちづくり】を目指して取り組ん
でまいります。
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令和3年度（2021）特別会計予算及び公営企業会計予算
(単位:千円）

会　計　名 令和3年度
当初予算額

令和2年度
当初予算額

比　較
金　額 伸　率

公
営
企
業
会
計

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険
浄 化 槽 整 備 事 業
収 益 的 収 入
収 益 的 支 出
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

水
道
事
業

926,101
151,569
1,412,484
82,040
246,446
243,532
93,314
163,662

944,800
146,170
1,357,770
93,158
247,120
240,463
95,531
163,657

△ 18,699
5,399
54,714

△ 11,118
△ 674
3,069

△ 2,217
5

△ 2.0%
3.7%
4.0%

△ 11.9%
△ 0.3%
1.3%

△ 2.3%
0.0%

令和3年度（2021）の主な事業 （単位:千円）

事業名等
子どもが卒業後町へ定住した場合、町在住の保護者が借入した奨学ローン相当額を町が助成する
奨学金制度
「ふるさと下仁田応援寄付金」に対し、返礼品等の特典を支給し、ふるさと納税の促進と下仁田町の
認知度アップを図る。

小学校入学時に祝金3万円・商品券2万円を支給

保育所及び認定こども園入所園児の第2子目以降保育料免除及び第１子（年収360万円未満世
帯のみ）保育料免除に伴う町負担分

保育所及び認定こども園入所園児の第2子目以降副食費（おかず・おやつ代）に伴う町負担分

農業生産基盤保全整備１路線.１水路（小河原地内）

集落高齢者等タクシー利用券交付

障害者・ひとり親世帯及び中学校３年生までの子どもの医療費助成

新型コロナウイルスワクチン接種体制を整え希望する町民へ接種する。

猟友会への駆除委託、狩猟免許取得等補助、有害鳥獣追払い資材購入、防除対策費用、猿追
払い員雇用等
町内に自己居住用の住宅を建築・購入または改装し、群馬県の支援事業で補助の確定を受けた
方を対象に県と同額を補助

町と地域住民等の協働による地域に根差した森林整備活動整備支援

林道３路線の道路改良工事(上小坂･栗山地内)

各観光施設の整備、維持管理等

産業支援事業・中小企業新規取引開拓支援事業、商工会活動費補助等

観光宣伝PR・観光地の紹介・物産展参加・こんにゃく、下仁田ねぎの宣伝事

新たな起業・創業者に対する補助事業

改良工事（2路線）・舗装工事（1路線）・測量設計業務（1路線）

橋梁補修工事（1橋）・橋梁撤去工事（1橋）

法面対策工事（1箇所）

しらかば団地浴室等改修工事

水道本管布設替（2箇所）

荒船風穴（文化財）保存整備及び管理等。

町内在住在学の小学生・中学生保護者へ「子育て支援」のため給食費無償化

町産木材の利用促進と民有林の荒廃予防を図るため、町内の山林から人工林を伐採及び搬出した
者に対し、その費用の一部を補助

市町村設置型30基整備（5人槽24基・7人槽5基・10人槽1基）
浄化槽エコ補助金・維持管理費・公営企業会計移行業務

小中学校でのICT整備及び利活用により、児童生徒の情報活用能力を育成。
小中一貫外国語教育、小中学校へのALT配置、中学生英検受験料補助などを実施。

予算額 概　　要

27,544

34,803

2,350

875

1,728

2,400

48,576

51,924

19,312

19,930

1,200

21,254

9,500

30,000

8,190

5,484

18,570

3,000

51,920

56,875

23,100

10,443

10,135

28,413

16,499

39,084

12,000

ねぎとこんにゃく下仁田奨学金事業

ふるさと納税促進事業

入学祝金

保育所運営委託（保育料免除）

保育所運営委託（副食費免除）

タクシー利用券交付事業

福祉医療費助成

新型コロナウイルスワクチン接種事業

小規模農村整備事業

有害鳥獣対策

下仁田町ぐんまの木で家づくり支援事業

ぐんま緑の県民基金事業

森林整備促進事業

県単林道改良事業

観光施設維持管理

産業振興対策

観光推進事業

創業促進事業

町道改良事業

橋梁維持管理事業

治水砂防対策事業

公営住宅管理

浄化槽整備事業(特別会計)

水道本管布設替事業

ICT整備及び利活用、英語教育の推進

文化財調査保護事業

学校給食費

町税
８億0,267万円
17.1%

分担金・負担金
1,691万円
0.4%

使用料・手数料
4,368万円
0.9%

寄附金
7,032万円
1.5%

繰入金・繰越金
2億9,756万円
6.3%

諸収入・財産収入
4,014万円
0.9%

地方譲与税
7,607万円 1.6%

各種交付金
1億5,627万円 3.3%

国庫支出金
3億4,811万円 7.4%

県支出金
3億1,147万円 6.6%

町債
3億1,880万円 6.8%

地方交付税
22億0,900万円
47.1%

1世帯当たり
に掛かる費用 約144万円 約68万円

1人当たりに
掛かる費用

職員・議員等の
給与及び報酬
9億8,965万円
21.1%

総務費
7億0,362万円
15%

一部事務組合への
負担金等

11億3,563万円
24.2% 施設の修繕

管理費等
7,108万円　1.5%

施設の修繕
管理費等

7,108万円　1.5%

積立金等
1億5,044万円
3.2%

児童手当・施設
入所負担金等
4億6,233万円
9.9%

児童手当・施設
入所負担金等
4億6,233万円
9.9%

借入金の
元利償還金
6億8,283万円
14.6%民生費

10億9,062万円
23.2%

公債費
6億8,284万円
14.6%

予備費
1,000万円 0.2%

災害復旧費
1万円 0.0%
諸支出金
8万円 0.0%
消防費

2億2,891万円 4.9%

衛生費
8億1,799万円
17.4%

教育費
4億2,324万円
9%

議会費
7,355万円　1.6%

労働費
202万円
0.0%

農林水産業費
3億0,694万円
6.5%

農林水産業費
3億0,694万円
6.5%

商工費
9,893万円 2.1%

特別会計への
繰出金等
3億2,849万円
7.0%

道路・施設等の
建設改良費
2億5,723万円
5.5%

土木費
2億5,225万円 5.4%

土木費
2億5,225万円 5.4%

目的別 性質別

広
報しもにた

物品購入・
委託料等

6億1,332万円
13.1%

当初予算当初予算
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町民1人当たり
約19万円

※令和3年4月1日現在

約25万円

　令和3年度下仁田町の一般会計予算は46億9,100万円で、前年度比較4億8,500万円の減額（△9.4％）となりました。
　今年度も「第5次総合計画」や「下仁田町まち・ひと・しごと創生総合戦略」の政策体系に基づき、本町の発展に繋
がる施策や事業を中心に効率的な予算配分を行い、この予算のもとで【町民中心のまちづくり】を目指して取り組ん
でまいります。
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令和3年度（2021）特別会計予算及び公営企業会計予算
(単位:千円）

会　計　名 令和3年度
当初予算額

令和2年度
当初予算額

比　較
金　額 伸　率

公
営
企
業
会
計

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険
浄 化 槽 整 備 事 業
収 益 的 収 入
収 益 的 支 出
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

水
道
事
業

926,101
151,569
1,412,484
82,040
246,446
243,532
93,314
163,662

944,800
146,170
1,357,770
93,158
247,120
240,463
95,531
163,657

△ 18,699
5,399
54,714

△ 11,118
△ 674
3,069

△ 2,217
5

△ 2.0%
3.7%
4.0%

△ 11.9%
△ 0.3%
1.3%

△ 2.3%
0.0%

令和3年度（2021）の主な事業 （単位:千円）

事業名等
子どもが卒業後町へ定住した場合、町在住の保護者が借入した奨学ローン相当額を町が助成する
奨学金制度
「ふるさと下仁田応援寄付金」に対し、返礼品等の特典を支給し、ふるさと納税の促進と下仁田町の
認知度アップを図る。

小学校入学時に祝金3万円・商品券2万円を支給

保育所及び認定こども園入所園児の第2子目以降保育料免除及び第１子（年収360万円未満世
帯のみ）保育料免除に伴う町負担分

保育所及び認定こども園入所園児の第2子目以降副食費（おかず・おやつ代）に伴う町負担分

農業生産基盤保全整備１路線.１水路（小河原地内）

集落高齢者等タクシー利用券交付

障害者・ひとり親世帯及び中学校３年生までの子どもの医療費助成

新型コロナウイルスワクチン接種体制を整え希望する町民へ接種する。

猟友会への駆除委託、狩猟免許取得等補助、有害鳥獣追払い資材購入、防除対策費用、猿追
払い員雇用等
町内に自己居住用の住宅を建築・購入または改装し、群馬県の支援事業で補助の確定を受けた
方を対象に県と同額を補助

町と地域住民等の協働による地域に根差した森林整備活動整備支援

林道３路線の道路改良工事(上小坂･栗山地内)

各観光施設の整備、維持管理等

産業支援事業・中小企業新規取引開拓支援事業、商工会活動費補助等

観光宣伝PR・観光地の紹介・物産展参加・こんにゃく、下仁田ねぎの宣伝事

新たな起業・創業者に対する補助事業

改良工事（2路線）・舗装工事（1路線）・測量設計業務（1路線）

橋梁補修工事（1橋）・橋梁撤去工事（1橋）

法面対策工事（1箇所）

しらかば団地浴室等改修工事

水道本管布設替（2箇所）

荒船風穴（文化財）保存整備及び管理等。

町内在住在学の小学生・中学生保護者へ「子育て支援」のため給食費無償化

町産木材の利用促進と民有林の荒廃予防を図るため、町内の山林から人工林を伐採及び搬出した
者に対し、その費用の一部を補助

市町村設置型30基整備（5人槽24基・7人槽5基・10人槽1基）
浄化槽エコ補助金・維持管理費・公営企業会計移行業務

小中学校でのICT整備及び利活用により、児童生徒の情報活用能力を育成。
小中一貫外国語教育、小中学校へのALT配置、中学生英検受験料補助などを実施。

予算額 概　　要

27,544

34,803

2,350

875

1,728

2,400

48,576

51,924

19,312

19,930

1,200

21,254

9,500

30,000

8,190

5,484

18,570

3,000

51,920

56,875

23,100

10,443

10,135

28,413

16,499

39,084

12,000

ねぎとこんにゃく下仁田奨学金事業

ふるさと納税促進事業

入学祝金

保育所運営委託（保育料免除）

保育所運営委託（副食費免除）

タクシー利用券交付事業

福祉医療費助成

新型コロナウイルスワクチン接種事業

小規模農村整備事業

有害鳥獣対策

下仁田町ぐんまの木で家づくり支援事業

ぐんま緑の県民基金事業

森林整備促進事業

県単林道改良事業

観光施設維持管理

産業振興対策

観光推進事業

創業促進事業

町道改良事業

橋梁維持管理事業

治水砂防対策事業

公営住宅管理

浄化槽整備事業(特別会計)

水道本管布設替事業
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学校給食費

町税
８億0,267万円
17.1%
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0.4%
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1.5%
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県支出金
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3億1,880万円 6.8%
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47.1%

1世帯当たり
に掛かる費用 約144万円 約68万円

1人当たりに
掛かる費用

職員・議員等の
給与及び報酬
9億8,965万円
21.1%

総務費
7億0,362万円
15%

一部事務組合への
負担金等

11億3,563万円
24.2% 施設の修繕

管理費等
7,108万円　1.5%

施設の修繕
管理費等

7,108万円　1.5%

積立金等
1億5,044万円
3.2%

児童手当・施設
入所負担金等
4億6,233万円
9.9%

児童手当・施設
入所負担金等
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借入金の
元利償還金
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14.6%民生費
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7.0%
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2億5,225万円 5.4%

土木費
2億5,225万円 5.4%

目的別 性質別

広
報しもにた

物品購入・
委託料等

6億1,332万円
13.1%

当初予算当初予算



11 10下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

　「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」に基づき、下仁田町が発注する予定の２５０万円を
超える公共工事について、ここに公表いたします。ただし、次のものについては確定次第公表いたします。

■令和3年度（2021） ２５０万円以上の工事予定概要調書■令和3年度（2021） ２５０万円以上の工事予定概要調書

  １　用地の取得が未了又は地権者との調整が未了で公表する見通しが立たないもの
  ２　工事に必要な公物管理者との協議・調整が未了で公表する見通しが立たないもの
  ３　補助事業で、所管官庁の交付決定等が完了しないと公表の見通しが立たないもの

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

保健課

農林課

農林課

農林課

農林課

農林課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

教育課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

下仁田

東野牧

東野牧

栗山

栗山

上小坂

上小坂

馬山

青倉

青倉

東野牧

馬山

吉崎

南野牧

下仁田

馬山

南野牧

保健センター電気設備交換工事

旧東野牧小学校治山流末改修工事

県単林道改良事業栗山線

県単林道改良事業稲含高倉線

県単林道改良事業桜の里線

町道4034号(塩水)線舗装工事

町道0207号(七久保)線舗装改良工事

町道2493号線(跡倉橋）橋梁補修工事

町道3464号線(森平橋）橋梁撤去工事

砂防指定地 久保沢 法面対策工事

しらかば団地浴室等改修工事

荒船風穴池補修工事

緑ヶ丘地区水道本管布設替工事

電気設備交換

改修工事 L=48m  W=0.6m

改良工事 L=400m W=3.0m

改良工事 L=300m W=4.0m

改良工事 L=40m  W=5.0m

舗装　L=120m

舗装改良　L=200m

舗装改良　L=210m

橋梁補修　L=20m

橋梁撤去　L=36m

法面補強　L=240m

{しらかば団地　2戸・｝リフォーム

アスファルト舗装　Ａ＝290.8㎡

HI-PVR管　Φ50＝130.0ｍ

DIP管　Φ200＝100.0ｍ

10月～12月

９月～３月

7月～3月

7月～3月

5月～3月

7月～3月

7月～9月

6月～9月

8月～11月

7月～3月

11月～3月

10月～3月

6月～12月

8月～2月

10月～12月

9月～12月

9月～12月

随意契約

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

整
理
番
号

工事場所
（大字） 予定工期

契約の
方法等担当課 工事名 工事概要

行政情報行政情報

町の年齢別人口（人口ピラミッド）町の年齢別人口（人口ピラミッド）

男

　性

男

　性

女

　性

女

　性

男女６５歳以上～　計３，５1４人
（町の全人口の50．78％）

男　計１，６06人
女　計１，９08人

男女１５～６４歳　計３，０６３人
（町の全人口の４4．２６％）

男　計１，６２８人
女　計１，４３５人

男女０～１４歳　計３４３人
（町の全人口の４．９６％）

男　計１６９人
女　計１７４人

下仁田町の人口
（Ｒ３．４．１現在）

合計　　　　　　　　６，９２０人
男　　　　　　　　　３，４０３人
女　　　　　　　　　３，５１７人

世帯数　　　　　　３，２６６世帯
世帯平均　　　　 　　　２．１人
平均年齢　　　　　　５９．９９歳

この表は令和3年４月１日現在の下
仁田町の年齢別人口を表したもの
です。
図の中央にある数字が年齢、その両
脇にある数字がその年齢の人口数
です。中央左側が男性の数、右側が
女性の数で、★１つを１～５人分に換
算して表示してあります。

令和3年４月１日現在

広
報しもにた

小規模農村整備事業（小河原地内）
道路・水路改良工事

町道0106号(上ノ谷戸～横瀬)線舗装
改良工事

国道254号線水道本管布設替工事に
伴う舗装本復旧工事

池補修工（石灰モルタルに
よる水漏の補修）

改良工事 Ｌ＝100ｍ Ｗ＝2.5ｍ
改良工事 Ｌ＝100ｍ Ｗ＝1.4ｍ

随契又は
入札

国道254号線水道本管布設替工事
(南野牧)
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世帯数　　　　　　３，２６６世帯
世帯平均　　　　 　　　２．１人
平均年齢　　　　　　５９．９９歳

この表は令和3年４月１日現在の下
仁田町の年齢別人口を表したもの
です。
図の中央にある数字が年齢、その両
脇にある数字がその年齢の人口数
です。中央左側が男性の数、右側が
女性の数で、★１つを１～５人分に換
算して表示してあります。

令和3年４月１日現在

広
報しもにた

小規模農村整備事業（小河原地内）
道路・水路改良工事

町道0106号(上ノ谷戸～横瀬)線舗装
改良工事

国道254号線水道本管布設替工事に
伴う舗装本復旧工事

池補修工（石灰モルタルに
よる水漏の補修）

改良工事 Ｌ＝100ｍ Ｗ＝2.5ｍ
改良工事 Ｌ＝100ｍ Ｗ＝1.4ｍ

随契又は
入札

国道254号線水道本管布設替工事
(南野牧)



大河原覚俊

新井　　満

掛川 　昌紀

市川　 博生

高橋　　司

松本　　実

黛　　一弘

福田　裕二

今井　幸江

赤岩　素明

黒澤　成則

金井富美江

齋藤　幹広

赤岡　咲恵

高瀬　正江

齋藤　将広

岩井　　実

園部　明美

今井　美和

神谷　哲男

神戸　崇明

清水　弥生

佐藤　史行

工藤　陽介

神戸　栄起

神戸　進一

佐藤　里奈

工藤いずみ　用 福田　純

小林　岳人   

栁澤　大祐   

福田　　翼   

廣澤貴代子   

齋藤あずさ   

上原　弘之　永井　美帆

齋藤　辰徳

神戸美奈子　山田　千尋　小金澤　勉

大石　翔太　竹内　雅浩　黒沢　千絵　小山  美里

石井　史子   

栗原　大輔   

小井土真弓   

中村　育美　清水佐央理　東間　剛史 

神戸　恵美　茂木　貴彦　小井土恵利子

市川　瑠美   

吉沢　祐介　永井賢（再）  

永井希実子　飯塚　美穂　堀越　由可

黒澤　和行　安藤　　淳　柳　芽生

並木　慎介　高瀬茂（再）  

高橋　拓生　小井土結羽　安藤　正貴

黒澤　福富　柳　圭一郎  

石井　利幸　今井　洋紀  
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2

3

2

2

2

4

2

5

6

2

2
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4

4

3

3

4

6

4

3

5

1

3

3

5

1
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下仁田町職員配置
係　　長課長補佐 係　　名課　　長人員 人員課　名 係　　員

総　務　課 15

7

14

3

15

14

8

6

13

2

企　画　課

住民税務課

福　祉　課

保　健　課

農　林　課

商工観光課

建設水道課

議会事務局

会　計　課

岡野　　均

竹内　　誠

猪野ともえ

柴田　悦子

岡野　宏巳

永井　邦佳

佐藤　圭司

佐藤　茂治

佐藤　正明

岩井　　収

人員 係　　長課長補佐 係　　名課　　長人員課　名 係　　員

下仁田町教育委員会

教育課 18

神戸　滉太   

本多　正弥　新井  沙妃　有賀　喜紀（特別派遣社会教育主事）

岡田佳央梨   

小金澤千穂   

黛　　裕子　山田　誠司

関谷　友彦

用 並木　　護  

用 赤岡健一郎

佐藤　敦保

園部　宏規

鈴木　昌吾

並木　将貴

佐藤　　実

赤岡　　明

学校教育係

生涯学習係

学校給食係（給食センター）

公民館係（文化ホール）

文化財保護係（歴史館）

ジオパーク推進係（自然史館）

下仁田小

下仁田中

3 

3 

2 

2

3

2

1

1 

林　　通典

(歴史館館長）
 秋池　　武
（非常勤）
(自然史館館長)
 中村　由克
（非常勤）

赤岡　　明

小金澤修路

（給食センター所長）
鈴木　昌吾

派遣職員（4人）
事務部長

局　　長

課　　長

林　　光一

横田　孝三

東間　克敏

課長補佐 岩井　優典下仁田南牧医療事務組合 

甘楽西部環境衛生施設組合 

富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合 

行 政 係

情 報 管 理 係

財 政 係

地 域 安 全 係

秘 書 係

人 事 給 与 係

地 域 創 生 係

地 域 振 興 係

住 民 係

税 務 係

徴 収 係

会 計 係

国 保 係

介 護 保 険 係

福 祉 係

環 境 係

保 健 予 防 係

農業係（農業委員会）

林 業 係

商 工 観 光 係

庶 務 係

管 理 係

建 設 係

水 道 係

議 事 係

下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

（令和3年４月１日現在）教育長 茂木　学特別職 町長 原　秀男 

新規
採用職員

広
報しもにた

会長・副会長 区長会長
（下仁田地区） 佐俣　奨

鈴木　髙穗

神戸　康全

福田　文孝

下仁田地区

小坂地区

青倉地区

区長会副会長
（馬山地区）

山崎　信行

廣瀬　利男

荻野　忠男

馬山地区

西牧地区代表区長

地区の代表として、町民皆様と町政とを結び町の発展のためにご尽力を賜ります。 （敬称略）

下 町 区
仲 町 区
上 町 区
旭 町 区
東 町 区
川 井 区
吉 崎 区
栗 山 区
大 東 区
中 央 区
小 川 区
蒔 田 区
城 西 区
緑 ケ 丘 区
下 小 坂 区
大 坂 区
中 小 坂 区

鈴 木 髙 穗
松 本 太 吉
佐　俣　　　奨
大 内 明 義
鈴 木 武 司
市 川 宏 幸
佐 藤 秀 俊
田　村　　　勝
茂 木 好 久
山 崎 信 行
廣 瀬 利 男
下 山 正 行
岡　野　　　功
神　戸　龍之助
神 戸 博 明
吉　田　富美夫 
飯　島　　　茂 

8 2 － 3 2 2 3
8 2 － 3 0 0 4
8 2 － 5 2 5 2
8 2 － 2 0 0 3
8 2 － 2 3 4 0
8 2 － 3 1 4 9
8 2 － 2 5 9 0
8 2 － 4 7 6 4
8 2 － 2 9 8 3
8 2 － 3 0 8 1
8 2 － 2 0 9 8
8 2 － 3 7 0 9
8 2 － 3 7 9 3
8 2 － 5 6 5 9
8 2 － 3 8 5 0
8 2 － 4 6 1 0
8 2 － 4 6 1 5

区 長 会
役 員

下
仁
田

馬

　山

小

　坂

区　　別 区　　　長
氏　名 電　話

◆印は新任区長

区　　　長

令和3年度　役員を紹介します　ー１年間よろしくお願いしますー

◆
◆

◆
◆
◆

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

●区長に関する問い合わせ
　総務課　行政係（内線３０１・３０２）　

上 小 坂 区
大 平 区
東 野 牧 区
本 宿 区
横 間 区
南 野 牧 区
市 野 萱 区
西 野 牧 区
矢 川 区
宮 室 区
大 桑 原 区
下 青 倉 区
上 青 倉 区
土 谷 沢 区

林　　　久　夫 
神 戸 康 全
永 井 雅 雄
荻 野 勝 美
荻 野 忠 男
岩 井 芳 行
安 藤 昌 一
岩　井　　　茂
柳　澤　　　博
今　井　　　昇 
古　屋　伸一郎 
塚 越 伸 秋
福 田 文 孝
黛　　　浩　司 

8 2 － 3 9 2 3
8 2 － 6 3 3 5
8 4 － 2 8 7 9
8 4 － 2 4 2 7
8 4 － 2 0 6 5
8 4 － 2 4 3 2
8 4 － 2 7 8 8
8 4 － 2 8 6 6
8 4 － 2 3 8 5
8 2 － 3 9 8 5
8 2 － 3 8 0 7
8 2 － 5 1 7 8
8 2 － 5 2 8 8
8 2 － 2 9 8 4

区　　別 区　　　長
氏　名 電　話

西

　牧

小

　坂

青

　倉

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

大河原覚俊

下山　光一

市川　博生

神戸　領栄

鈴木　英男

小金澤康夫

市川智恵子

高瀬　正江

金庭友佳利

園部　明美

今井　美和

神谷　哲男

荻野　文昭

神戸　栄起

包 括 支 援 係
（包括支援センター）

保 健 推 進 係 神戸華保梨　市川　紫野　神戸  景子　
赤岩　友紀（新）　猪野　馨（再） 

市川　敬則　佐藤　裕一　永井　大貴
岡野　大暉（新）

（
建
設
水
道
課
）
　

岡
野
大
暉

町
民
の
方
々
に
安
全
な

水
を
供
給
で
き
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
。

（
保
健
課
）
　

赤
岩
友
紀

町
の
皆
様
の
健
康
づ
く

り
の
た
め
、日
々
頑
張
り

ま
す
。

人事異動役員紹介人事異動役員紹介



大河原覚俊

新井　　満

掛川 　昌紀

市川　 博生

高橋　　司

松本　　実

黛　　一弘

福田　裕二

今井　幸江

赤岩　素明

黒澤　成則

金井富美江

齋藤　幹広

赤岡　咲恵

高瀬　正江

齋藤　将広

岩井　　実

園部　明美

今井　美和

神谷　哲男

神戸　崇明

清水　弥生

佐藤　史行

工藤　陽介

神戸　栄起

神戸　進一

佐藤　里奈

工藤いずみ　用 福田　純

小林　岳人   

栁澤　大祐   

福田　　翼   

廣澤貴代子   

齋藤あずさ   

上原　弘之　永井　美帆

齋藤　辰徳

神戸美奈子　山田　千尋　小金澤　勉

大石　翔太　竹内　雅浩　黒沢　千絵　小山  美里

石井　史子   

栗原　大輔   

小井土真弓   

中村　育美　清水佐央理　東間　剛史 

神戸　恵美　茂木　貴彦　小井土恵利子

市川　瑠美   

吉沢　祐介　永井賢（再）  

永井希実子　飯塚　美穂　堀越　由可

黒澤　和行　安藤　　淳　柳　芽生

並木　慎介　高瀬茂（再）  

高橋　拓生　小井土結羽　安藤　正貴

黒澤　福富　柳　圭一郎  

石井　利幸　今井　洋紀  
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下仁田町職員配置
係　　長課長補佐 係　　名課　　長人員 人員課　名 係　　員

総　務　課 15

7

14

3

15

14

8

6

13

2

企　画　課

住民税務課

福　祉　課

保　健　課

農　林　課

商工観光課

建設水道課

議会事務局

会　計　課

岡野　　均

竹内　　誠

猪野ともえ

柴田　悦子

岡野　宏巳

永井　邦佳

佐藤　圭司

佐藤　茂治

佐藤　正明

岩井　　収

人員 係　　長課長補佐 係　　名課　　長人員課　名 係　　員

下仁田町教育委員会

教育課 18

神戸　滉太   

本多　正弥　新井  沙妃　有賀　喜紀（特別派遣社会教育主事）

岡田佳央梨   

小金澤千穂   

黛　　裕子　山田　誠司

関谷　友彦

用 並木　　護  

用 赤岡健一郎

佐藤　敦保

園部　宏規

鈴木　昌吾

並木　将貴

佐藤　　実

赤岡　　明

学校教育係

生涯学習係

学校給食係（給食センター）

公民館係（文化ホール）

文化財保護係（歴史館）

ジオパーク推進係（自然史館）

下仁田小

下仁田中

3 

3 

2 

2

3

2

1

1 

林　　通典

(歴史館館長）
 秋池　　武
（非常勤）
(自然史館館長)
 中村　由克
（非常勤）

赤岡　　明

小金澤修路

（給食センター所長）
鈴木　昌吾

派遣職員（4人）
事務部長

局　　長

課　　長

林　　光一

横田　孝三

東間　克敏

課長補佐 岩井　優典下仁田南牧医療事務組合 

甘楽西部環境衛生施設組合 

富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合 

行 政 係

情 報 管 理 係

財 政 係

地 域 安 全 係

秘 書 係

人 事 給 与 係

地 域 創 生 係

地 域 振 興 係

住 民 係

税 務 係

徴 収 係

会 計 係

国 保 係

介 護 保 険 係

福 祉 係

環 境 係

保 健 予 防 係

農業係（農業委員会）

林 業 係

商 工 観 光 係

庶 務 係

管 理 係

建 設 係

水 道 係

議 事 係

下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

（令和3年４月１日現在）教育長 茂木　学特別職 町長 原　秀男 

新規
採用職員

広
報しもにた

会長・副会長 区長会長
（下仁田地区） 佐俣　奨

鈴木　髙穗

神戸　康全

福田　文孝

下仁田地区

小坂地区

青倉地区

区長会副会長
（馬山地区）

山崎　信行

廣瀬　利男

荻野　忠男

馬山地区

西牧地区代表区長

地区の代表として、町民皆様と町政とを結び町の発展のためにご尽力を賜ります。 （敬称略）

下 町 区
仲 町 区
上 町 区
旭 町 区
東 町 区
川 井 区
吉 崎 区
栗 山 区
大 東 区
中 央 区
小 川 区
蒔 田 区
城 西 区
緑 ケ 丘 区
下 小 坂 区
大 坂 区
中 小 坂 区

鈴 木 髙 穗
松 本 太 吉
佐　俣　　　奨
大 内 明 義
鈴 木 武 司
市 川 宏 幸
佐 藤 秀 俊
田　村　　　勝
茂 木 好 久
山 崎 信 行
廣 瀬 利 男
下 山 正 行
岡　野　　　功
神　戸　龍之助
神 戸 博 明
吉　田　富美夫 
飯　島　　　茂 

8 2 － 3 2 2 3
8 2 － 3 0 0 4
8 2 － 5 2 5 2
8 2 － 2 0 0 3
8 2 － 2 3 4 0
8 2 － 3 1 4 9
8 2 － 2 5 9 0
8 2 － 4 7 6 4
8 2 － 2 9 8 3
8 2 － 3 0 8 1
8 2 － 2 0 9 8
8 2 － 3 7 0 9
8 2 － 3 7 9 3
8 2 － 5 6 5 9
8 2 － 3 8 5 0
8 2 － 4 6 1 0
8 2 － 4 6 1 5

区 長 会
役 員

下
仁
田

馬

　山

小

　坂

区　　別 区　　　長
氏　名 電　話

◆印は新任区長

区　　　長

令和3年度　役員を紹介します　ー１年間よろしくお願いしますー

◆
◆

◆
◆
◆

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

●区長に関する問い合わせ
　総務課　行政係（内線３０１・３０２）　

上 小 坂 区
大 平 区
東 野 牧 区
本 宿 区
横 間 区
南 野 牧 区
市 野 萱 区
西 野 牧 区
矢 川 区
宮 室 区
大 桑 原 区
下 青 倉 区
上 青 倉 区
土 谷 沢 区

林　　　久　夫 
神 戸 康 全
永 井 雅 雄
荻 野 勝 美
荻 野 忠 男
岩 井 芳 行
安 藤 昌 一
岩　井　　　茂
柳　澤　　　博
今　井　　　昇 
古　屋　伸一郎 
塚 越 伸 秋
福 田 文 孝
黛　　　浩　司 

8 2 － 3 9 2 3
8 2 － 6 3 3 5
8 4 － 2 8 7 9
8 4 － 2 4 2 7
8 4 － 2 0 6 5
8 4 － 2 4 3 2
8 4 － 2 7 8 8
8 4 － 2 8 6 6
8 4 － 2 3 8 5
8 2 － 3 9 8 5
8 2 － 3 8 0 7
8 2 － 5 1 7 8
8 2 － 5 2 8 8
8 2 － 2 9 8 4

区　　別 区　　　長
氏　名 電　話

西

　牧

小

　坂

青

　倉

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

大河原覚俊

下山　光一

市川　博生

神戸　領栄

鈴木　英男

小金澤康夫

市川智恵子

高瀬　正江

金庭友佳利

園部　明美

今井　美和

神谷　哲男

荻野　文昭

神戸　栄起

包 括 支 援 係
（包括支援センター）

保 健 推 進 係 神戸華保梨　市川　紫野　神戸  景子　
赤岩　友紀（新）　猪野　馨（再） 

市川　敬則　佐藤　裕一　永井　大貴
岡野　大暉（新）

（
建
設
水
道
課
）
　

岡
野
大
暉

町
民
の
方
々
に
安
全
な

水
を
供
給
で
き
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
。

（
保
健
課
）
　

赤
岩
友
紀

町
の
皆
様
の
健
康
づ
く

り
の
た
め
、日
々
頑
張
り

ま
す
。

人事異動役員紹介人事異動役員紹介



15 14下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

令和３年度（２０２１）保健推進員名簿

広
報しもにた

地域の健康増進や保健事業の推進役としてお世話になります。

●問い合わせ　保健課　保健予防係（保健センター内）　☎８２－５４９０

地区 氏　　名 地区 氏　　名

小

　
　
　坂

西

　
　
　牧

西

　
　
　牧

青

　
　
　倉

（敬称略）

荻　野　明　美
中　村　多恵子
大井田　房　子
佐　藤　栄　子
神　戸　英　子
鈴　木　成　子
新　井　隆　江
市　川　明　美
田　村　公　代
新　井　奈美子
秋　池　志づ恵
清　水　和　子
小　林　美　幸
三井田　義　江
小　沢　有　紀
茂　木　松　代
松　山　くに子
飯　島　和　子
藤　原　弥　生
黒　澤　たま江
市　川　一　枝
品　川　洋　子
茂　木　明　美
白　井　たつ子
中　上　きみ江
櫻　井　八重子
市　川　美由喜
今　井　ひさ子

田　村　八重子
神　戸　秀　子
大小原　敏　江
田　中　愛　子
榊　原　久美子
堀　口　清　美
並　木　遊　野
伊　原　絵里子
小　林　千代子
髙　野　洋　子
大　澤　千枝子
小　池　　　準
森　下　　　優
久　保　美知子
強　矢　美由紀
小金澤　礼　子
小金澤　まち子
清　水　文　子
下　山　直　子
下　山　せつ子
市　川　敦　子
岩　井　りえ子
吉　田　由美子
中　澤　妙　子
佐　藤　由美子
茂　木　友　江
佐　藤　芳　子
金　井　たけ代

斎　藤　やよい
安　藤　智　子
石　井　美　子
長　岡　京　子
永　井　富　子
武　田　八重子
須　藤　律　子
岡　　　茂　子
齋　藤　つや子
柳　澤　幸　子
工　藤　初　惠
佐　藤　妙　子
上　原　洋　子
神　戸　さき子
岩　井　チエ子
木　村　弘　美
小井土　エリ子
広　沢　陽　子
福　田　恵　子
神　宮　貴美子
並　木　久　江
小金澤　千代子
廣　澤　てる子
安　藤　弘　美
青　木　ヨ　シ
佐　藤　圭　子
小板橋　ひろ子
佐　藤　愛　子

佐　藤　　　恵
原　　　孝　子
佐　藤　千代子
園　部　恵　子
園　部　百　恵
柳　澤　恵　子
巴　　　一　美
柳　澤　てる子
小井土　政　美
土　屋　征　子
佐　藤　良　子
岩　井　功　江
浅　川　幸　江
田　貝　睦　子
岩　井　枝　美
林　　　藤　枝
赤　岡　優　子
石　井　美　保
福　田　千代子
神　戸　初　代
井　上　幸　子
赤　岡　真由美
岩　崎　律　子
大河原　三枝子
神　戸　ゆかり

地区 氏　　名 地区 氏　　名

下

　仁

　田

馬

　
　
　山

小
坂

下
仁
田

　
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
土
谷

友
司
氏
が
下
仁
田
町
消
防
団
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
消
防
団
は
地
域
防
災
の
要
で
す

の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

下
仁
田
町
消
防
団

団
長
に
土
谷
友
司
　
氏
（
青
倉
）

　
町
で
は
、
「
ぐ
ん
ま
優
良
木
材
」

を
構
造
材
に
使
用
し
て
、
町
内
に
自

己
の
居
住
用
の
住
宅
を
建
築
す
る
場

合
に
、
補
助
金
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
者

・
下
仁
田
町
内
に
お
い
て
、
自
ら

居
住
す
る
目
的
で
住
宅
を
新
築
す

る
個
人
。

●
補
助
条
件

・
構
造
材
の
60
％
以
上
に
「
ぐ
ん

ま
優
良
木
材
」
を
使
用
し
た
木
造

一
戸
建
て
住
宅
で
あ
る
こ
と
。

・
住
宅
の
延
べ
床
面
積
が
80
㎡
以

上
２
８
０
㎡
未
満
で
あ
る
こ
と
。

・
県
内
に
事
業
所
の
あ
る
業
者
に

よ
る
施
工
で
あ
る
こ
と
。

〜
下
仁
田
町
ぐ
ん
ま
の
木
で
家
づ
く
り

支
援
事
業
の
ご
案
内
〜

●
補
助
金
額

・
延
べ
床
面
積

80
㎡
以
上
１
３
２
㎡
未
満

【
30
万
円
】

１
３
２
㎡
以
上
２
８
０
㎡
未
満

【
40
万
円
】

※

「
ぐ
ん
ま
優
良
木
材
」
と
は
、

群
馬
県
内
産
の
合
法
な
素
材
丸
太

等
を
原
材
料
と
し
「
ぐ
ん
ま
優
良

木
材
品
質
認
証
セ
ン
タ
ー
」
が
定

め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
製
材

品
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

農
林
課
　
林
業
係

☎
64―

８
８
０
６

役員紹介役員紹介

５
月
16
日
（
日
）
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
で
す
。

　
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合

会
は
５
月
12
日
か
ら
18
日
の
１
週

間
を
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動

周
知
の
た
め
の
取
り
組
み
を
行
う

「
活
動
強
化
週
間
」
と
定
め
て
お

り
ま
す
。
活
動
強
化
週
間
中
の
日

曜
日
を
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
日
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
に
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
に
周
知
を
図
り
、
活
動
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
？

○
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
、
非
常
勤
の
地
方
公
務
員
で

す
。

　
住
民
の
立
場
に
立
ち
、
地
域
福

祉
の
た
め
に
無
報
酬
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
任
期
は
３
年
間
で
す
。

　
下
仁
田
町
で
は
40
名
の
方
が
民

生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

○
地
域
の
見
守
り
、
住
民
の
身
近
な

相
談
相
手
、
関
係
機
関
へ
の
つ
な
ぎ

役
で
す
。

　
高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る
方
な

ど
が
安
全
に
生
活
で
き
て
い
る
か
定

期
的
な
見
守
り
を
行
っ
て
い
ま

す
。
同
じ
地
域
で
生
活
す
る
住
民

の
一
員
と
し
て
、
担
当
地
区
の
住

民
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
の
困
り

ご
と
や
心
配
ご
と
に
関
す
る
相
談

に
応
じ
ま
す
。
必
要
な
支
援
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
専
門
機
関
を
紹

介
す
る
つ
な
ぎ
役
と
し
て
の
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

●
主
任
児
童
委
員
と
は
？

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
な
か

に
は
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
に
関

す
る
支
援
を
専
門
に
活
動
し
て
い

る
「
主
任
児
童
委
員
」
が
い
ま

す
。
担
当
地
区
は
も
た
ず
、
地
区

の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
連
携

し
な
が
ら
、
子
育
て
の
支
援
、
児

童
健
全
育
成
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

●
秘
密
を
守
り
ま
す

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児

童
委
員
に
は
法
に
基
づ
く
守
秘
義
務

が
あ
る
た
め
、
相
談
内
容
を
ほ
か
の

人
に
漏
ら
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
困
り
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
安
心
し

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
事
務
局

（
福
祉
課
福
祉
係
）

☎
64
― 

8
8
0
3

　
昭
和
32
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
へ
、接

種
券（
ク
ー
ポ
ン
券
）お
よ
び
予
診
票
を
4
月
上
旬

に
郵
送
し
ま
し
た
。

　
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
希
望
す
る
方
は
通
知
に
同
封

の
ご
案
内
を
確
認
し
、必
ず
事
前
に
予
約
セ
ン
タ
ー

☎
0
1
2
0
―
5
0
0
―
6
6
2（
平
日
9
時
〜
17

時
）へ
予
約
の
連
絡
を
し
て
か
ら
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。※
細
谷
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、か
か
り

つ
け
方
の
み
対
象
で
す
。

　
64
歳
以
下
の
方
へ
の
接
種
に
つ
い
て
は
、準
備
が

整
い
次
第
ご
案
内
し
ま
す
。通
知
が
届
く
ま
で
し
ば

ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

ご
不
明
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、問
い
合
わ
せ
先

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
会
場
へ
の
交
通
手
段
に
つ
い
て

　
接
種
会
場
へ
は
自
家
用
車
ま
た
は
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。移
動
手
段
が
な
い
方
や
確

保
が
難
し
い
方
に
つ
い
て
は
、タ
ク
シ
ー
券
を
交
付

し
ま
す
。詳
細
に
つ
い
て
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。な
お
、タ
ク
シ
ー
券
に
つ
い
て
は
町
内
の
接
種
会

場
で
の
利
用
に
限
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

◯
下
仁
田
町
の
接
種
に
関
す
る
全
般
的
な
こ
と
に

つ
い
て

下
仁
田
町
保
健
課
保
健
推
進
係（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82
―
5
4
9
0

（
平
日
8
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

◯
医
学
的
知
見
が
必
要
と
な
る
専
門
的
な
こ
と（
副

反
応
な
ど
）に
つ
い
て

ぐ
ん
ま
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
0
―
7
8
3
―
9
1
0（
24
時
間
土
日
・

祝
日
含
む
外
国
語
の
対
応
も
で
き
ま
す
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

65
歳
以
上
の
方
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

始
ま
り
ま
す



15 14下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

令和３年度（２０２１）保健推進員名簿

広
報しもにた

地域の健康増進や保健事業の推進役としてお世話になります。

●問い合わせ　保健課　保健予防係（保健センター内）　☎８２－５４９０

地区 氏　　名 地区 氏　　名

小

　
　
　坂

西

　
　
　牧

西

　
　
　牧

青

　
　
　倉

（敬称略）

荻　野　明　美
中　村　多恵子
大井田　房　子
佐　藤　栄　子
神　戸　英　子
鈴　木　成　子
新　井　隆　江
市　川　明　美
田　村　公　代
新　井　奈美子
秋　池　志づ恵
清　水　和　子
小　林　美　幸
三井田　義　江
小　沢　有　紀
茂　木　松　代
松　山　くに子
飯　島　和　子
藤　原　弥　生
黒　澤　たま江
市　川　一　枝
品　川　洋　子
茂　木　明　美
白　井　たつ子
中　上　きみ江
櫻　井　八重子
市　川　美由喜
今　井　ひさ子

田　村　八重子
神　戸　秀　子
大小原　敏　江
田　中　愛　子
榊　原　久美子
堀　口　清　美
並　木　遊　野
伊　原　絵里子
小　林　千代子
髙　野　洋　子
大　澤　千枝子
小　池　　　準
森　下　　　優
久　保　美知子
強　矢　美由紀
小金澤　礼　子
小金澤　まち子
清　水　文　子
下　山　直　子
下　山　せつ子
市　川　敦　子
岩　井　りえ子
吉　田　由美子
中　澤　妙　子
佐　藤　由美子
茂　木　友　江
佐　藤　芳　子
金　井　たけ代

斎　藤　やよい
安　藤　智　子
石　井　美　子
長　岡　京　子
永　井　富　子
武　田　八重子
須　藤　律　子
岡　　　茂　子
齋　藤　つや子
柳　澤　幸　子
工　藤　初　惠
佐　藤　妙　子
上　原　洋　子
神　戸　さき子
岩　井　チエ子
木　村　弘　美
小井土　エリ子
広　沢　陽　子
福　田　恵　子
神　宮　貴美子
並　木　久　江
小金澤　千代子
廣　澤　てる子
安　藤　弘　美
青　木　ヨ　シ
佐　藤　圭　子
小板橋　ひろ子
佐　藤　愛　子

佐　藤　　　恵
原　　　孝　子
佐　藤　千代子
園　部　恵　子
園　部　百　恵
柳　澤　恵　子
巴　　　一　美
柳　澤　てる子
小井土　政　美
土　屋　征　子
佐　藤　良　子
岩　井　功　江
浅　川　幸　江
田　貝　睦　子
岩　井　枝　美
林　　　藤　枝
赤　岡　優　子
石　井　美　保
福　田　千代子
神　戸　初　代
井　上　幸　子
赤　岡　真由美
岩　崎　律　子
大河原　三枝子
神　戸　ゆかり

地区 氏　　名 地区 氏　　名

下

　仁

　田

馬

　
　
　山

小
坂

下
仁
田

　
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
土
谷

友
司
氏
が
下
仁
田
町
消
防
団
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
消
防
団
は
地
域
防
災
の
要
で
す

の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

下
仁
田
町
消
防
団

団
長
に
土
谷
友
司
　
氏
（
青
倉
）

　
町
で
は
、
「
ぐ
ん
ま
優
良
木
材
」

を
構
造
材
に
使
用
し
て
、
町
内
に
自

己
の
居
住
用
の
住
宅
を
建
築
す
る
場

合
に
、
補
助
金
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
者

・
下
仁
田
町
内
に
お
い
て
、
自
ら

居
住
す
る
目
的
で
住
宅
を
新
築
す

る
個
人
。

●
補
助
条
件

・
構
造
材
の
60
％
以
上
に
「
ぐ
ん

ま
優
良
木
材
」
を
使
用
し
た
木
造

一
戸
建
て
住
宅
で
あ
る
こ
と
。

・
住
宅
の
延
べ
床
面
積
が
80
㎡
以

上
２
８
０
㎡
未
満
で
あ
る
こ
と
。

・
県
内
に
事
業
所
の
あ
る
業
者
に

よ
る
施
工
で
あ
る
こ
と
。

〜
下
仁
田
町
ぐ
ん
ま
の
木
で
家
づ
く
り

支
援
事
業
の
ご
案
内
〜

●
補
助
金
額

・
延
べ
床
面
積

80
㎡
以
上
１
３
２
㎡
未
満

【
30
万
円
】

１
３
２
㎡
以
上
２
８
０
㎡
未
満

【
40
万
円
】

※

「
ぐ
ん
ま
優
良
木
材
」
と
は
、

群
馬
県
内
産
の
合
法
な
素
材
丸
太

等
を
原
材
料
と
し
「
ぐ
ん
ま
優
良

木
材
品
質
認
証
セ
ン
タ
ー
」
が
定

め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
製
材

品
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

農
林
課
　
林
業
係

☎
64―

８
８
０
６

役員紹介役員紹介

５
月
16
日
（
日
）
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
で
す
。

　
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合

会
は
５
月
12
日
か
ら
18
日
の
１
週

間
を
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動

周
知
の
た
め
の
取
り
組
み
を
行
う

「
活
動
強
化
週
間
」
と
定
め
て
お

り
ま
す
。
活
動
強
化
週
間
中
の
日

曜
日
を
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
日
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
に
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
に
周
知
を
図
り
、
活
動
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
？

○
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
、
非
常
勤
の
地
方
公
務
員
で

す
。

　
住
民
の
立
場
に
立
ち
、
地
域
福

祉
の
た
め
に
無
報
酬
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
任
期
は
３
年
間
で
す
。

　
下
仁
田
町
で
は
40
名
の
方
が
民

生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

○
地
域
の
見
守
り
、
住
民
の
身
近
な

相
談
相
手
、
関
係
機
関
へ
の
つ
な
ぎ

役
で
す
。

　
高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る
方
な

ど
が
安
全
に
生
活
で
き
て
い
る
か
定

期
的
な
見
守
り
を
行
っ
て
い
ま

す
。
同
じ
地
域
で
生
活
す
る
住
民

の
一
員
と
し
て
、
担
当
地
区
の
住

民
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
の
困
り

ご
と
や
心
配
ご
と
に
関
す
る
相
談

に
応
じ
ま
す
。
必
要
な
支
援
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
専
門
機
関
を
紹

介
す
る
つ
な
ぎ
役
と
し
て
の
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

●
主
任
児
童
委
員
と
は
？

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
な
か

に
は
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
に
関

す
る
支
援
を
専
門
に
活
動
し
て
い

る
「
主
任
児
童
委
員
」
が
い
ま

す
。
担
当
地
区
は
も
た
ず
、
地
区

の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
連
携

し
な
が
ら
、
子
育
て
の
支
援
、
児

童
健
全
育
成
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

●
秘
密
を
守
り
ま
す

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児

童
委
員
に
は
法
に
基
づ
く
守
秘
義
務

が
あ
る
た
め
、
相
談
内
容
を
ほ
か
の

人
に
漏
ら
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
困
り
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
安
心
し

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
事
務
局

（
福
祉
課
福
祉
係
）

☎
64
― 

8
8
0
3

　
昭
和
32
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
へ
、接

種
券（
ク
ー
ポ
ン
券
）お
よ
び
予
診
票
を
4
月
上
旬

に
郵
送
し
ま
し
た
。

　
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
希
望
す
る
方
は
通
知
に
同
封

の
ご
案
内
を
確
認
し
、必
ず
事
前
に
予
約
セ
ン
タ
ー

☎
0
1
2
0
―
5
0
0
―
6
6
2（
平
日
9
時
〜
17

時
）へ
予
約
の
連
絡
を
し
て
か
ら
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。※
細
谷
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、か
か
り

つ
け
方
の
み
対
象
で
す
。

　
64
歳
以
下
の
方
へ
の
接
種
に
つ
い
て
は
、準
備
が

整
い
次
第
ご
案
内
し
ま
す
。通
知
が
届
く
ま
で
し
ば

ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

ご
不
明
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、問
い
合
わ
せ
先

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
会
場
へ
の
交
通
手
段
に
つ
い
て

　
接
種
会
場
へ
は
自
家
用
車
ま
た
は
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。移
動
手
段
が
な
い
方
や
確

保
が
難
し
い
方
に
つ
い
て
は
、タ
ク
シ
ー
券
を
交
付

し
ま
す
。詳
細
に
つ
い
て
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。な
お
、タ
ク
シ
ー
券
に
つ
い
て
は
町
内
の
接
種
会

場
で
の
利
用
に
限
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

◯
下
仁
田
町
の
接
種
に
関
す
る
全
般
的
な
こ
と
に

つ
い
て

下
仁
田
町
保
健
課
保
健
推
進
係（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82
―
5
4
9
0

（
平
日
8
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

◯
医
学
的
知
見
が
必
要
と
な
る
専
門
的
な
こ
と（
副

反
応
な
ど
）に
つ
い
て

ぐ
ん
ま
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
0
―
7
8
3
―
9
1
0（
24
時
間
土
日
・

祝
日
含
む
外
国
語
の
対
応
も
で
き
ま
す
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

65
歳
以
上
の
方
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

始
ま
り
ま
す
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下仁田町の介護保険料について
〇令和３年度から令和５年度における下仁田町の介護保険料は下記のとおり決まりました。
下仁田町の基準額　68,400円（年額）

※第１段階から第３段階までは公費による軽減措置がされています。
（第１段階0.5→0.3　第２段階0.75→0.5　第３段階0.75→0.7）
介護保険料及び制度の内容が分かるパンフレットを作成し、全戸配布する予定です。
令和３年度から令和５年度までを計画期間とする「下仁田町高齢者福祉計画及び下仁田町介護保険事業計画」を
策定いたしました。役場町民ホールにて閲覧ができますので是非ご覧ください。
●問い合わせ　福祉課　介護保険係　☎64-8802

所得段階

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

第７段階

第８段階

第９段階

0.3

0.5

0.7

0.9

1.25

1.4

1.6

1.8

20,500円

34,200円

47,800円

61,500円

68,400円

85,500円

95,700円

109,400円

123,100円

住民税
非課税

住民税
本人課税

住民税
世帯課税
かつ本人
非課税

課税年金収入額と合計所得金額の合計が120万円を超える方 

課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円以下の方 

課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円を超える方 

合計所得金額の合計が120万円未満の方 

合計所得金額の合計が120万円以上210万未満の方 

合計所得金額の合計が210万円以上320万未満の方 

合計所得金額の合計が320万円以上の方 

対象者 割合 保険料（年額）

課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円を超え
120万以下の方 

生活保護受給者・老齢福祉年金受給者
課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円以下の方

基準額
1.00

●所得区分別年額介護保険料

行政情報行政情報

■
ご
存
じ
で
す
か
？

〜
生
活
支
援
体
制

　
　
　

  

整
備
事
業
〜

　
元
気
な
シ
ニ
ア
を
増
や
し
な
が

ら
、
地
域
の
中
で
ち
ょ
っ
と
し
た
手

助
け
（
生
活
支
援
）
を
み
ん
な
で
協

力
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
た
め
の

事
業
で
す
。

　
町
で
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
西
牧

地
区
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、
取
り

組
み
を
始
め
ま
し
た
。本
年
4
月
か

ら
は
、
下
仁
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

と
町
と
の
協
働
に
よ
り
、
地
区
ご
と

に
身
近
な
地
域
で
の
支
え
合
い
を

住
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。今
住
ん
で
い
る

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

「
支
え
合
い
の
地
域
」
を
一
緒
に
つ

く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
包
括
支
援
係

☎
64
―
8
8
0
4

●
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

５
月
31
日
（
月
）

●
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

５
月
24
日
（
月
）
　

振
替
納
税
を
利
用
し
て
い
る
方
の

振
替
日
の
変
更
に
つ
い
て　

振
替
日
の
２
〜
３
日
前
に
は
、

預
貯
金
口
座
の
残
高
を
お
確
か
め

く
だ
さ
い
。

　
残
高
不
足
な
ど
の
理
由
に
よ

り
、
預
貯
金
口
座
か
ら
引
落
し
で

き
ま
せ
ん
と
、
４
月
16
日
か
ら
延

滞
税
が
か
か
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
国
税
を
一
時
に

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
、
税
務
署
に
申
請
す
る
こ
と
に

よ
り
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る

と
き
は
、
原
則
と
し
て
１
年
以
内

の
期
間
に
限
り
、
猶
予
が
認
め
ら

れ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
国
税

の
納
付
が
困
難
な
方
へ
猶
予
制
度
の
ご
案
内

●
町
長
交
際
費
に
つ
い
て

　
町
長
交
際
費
は
、
町
政
の
円
滑

な
運
営
を
図
る
た
め
、
町
を
代
表

し
て
行
う
個
人
又
は
団
体
と
の
交

際
に
要
す
る
経
費
で
、
下
仁
田
町

町
長
交
際
費
支
出
規
程
の
支
出
基

準
に
基
づ
い
て
支
出
し
て
い
ま

す
。

●
令
和
２
年
度
　
町
長
交
際
費

　
町
長
交
際
費
の
支
出
状
況
に
つ

い
て
、
同
規
程
の
公
開
基
準
に
基

づ
き
公
開
し
ま
す
。

町
長
交
際
費
を

公
表
し
ま
す

（単位：円）

1

2

3

3月分

3月分

3月分

弔慰

弔慰

その他

支出内容支出日 支出区分

３月分 計

(３月分)

支出金額

葬儀生花4件

葬儀香典3件

手土産代6件

30,000

11,000

11,120

52,120

富
岡
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
問
い
合
わ
せ
　
富
岡
税
務
署
　
☎
０
２
７
４―

63―

２
２
３
５

※

自
動
音
声
案
内
で
「
２
」
を
選
択

猶
予
制
度
の
詳
細
は
こ
ち
ら

国
民
年
金
保
険
料
は

納
付
期
限
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う

　
令
和
３
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は

１
６
、
６
１
０
円
で
す
。

　
納
付
期
限
は
納
付
対
象
月
の
翌
月
末

日
（
休
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）
で
す
。

　
４
月
に
送
ら
れ
た
令
和
３
年
度
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
書
に
よ
り
お
近
く

の
金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
期
間
が
あ

る
方
に
対
し
て
、
電
話
・
文
書
・
個
別

訪
問
に
よ
る
納
付
の
ご
案
内
を
民
間
事

業
者
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
の
納
付
は
、
お
忘
れ
が
な
く

便
利
な
口
座
振
替
の
ご
利
用
を
お
勧
め

し
ま
す
。
現
金
で
納
付
す
る
よ
り
割
引

率
も
大
き
く
お
得
な
振
替
方
法
も
あ
り

ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
に
は
、
条
件
に
よ
り
納
付
を
免
除

や
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
希

望
さ
れ
る
方
は
役
場
の
住
民
係
か
高
崎

年
金
事
務
所
で
申
請
の
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
役
場

住
民
税
務
課
　
住
民
係
　

☎
82
―
２
１
１
２
（
直
通
）

高
崎
年
金
事
務
所

☎
0
２
７
―
３
２
２
―
４
２
９
９
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下仁田町の介護保険料について
〇令和３年度から令和５年度における下仁田町の介護保険料は下記のとおり決まりました。
下仁田町の基準額　68,400円（年額）

※第１段階から第３段階までは公費による軽減措置がされています。
（第１段階0.5→0.3　第２段階0.75→0.5　第３段階0.75→0.7）
介護保険料及び制度の内容が分かるパンフレットを作成し、全戸配布する予定です。
令和３年度から令和５年度までを計画期間とする「下仁田町高齢者福祉計画及び下仁田町介護保険事業計画」を
策定いたしました。役場町民ホールにて閲覧ができますので是非ご覧ください。
●問い合わせ　福祉課　介護保険係　☎64-8802

所得段階

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

第７段階

第８段階

第９段階

0.3

0.5

0.7

0.9

1.25

1.4

1.6

1.8

20,500円

34,200円

47,800円

61,500円

68,400円

85,500円

95,700円

109,400円

123,100円

住民税
非課税

住民税
本人課税

住民税
世帯課税
かつ本人
非課税

課税年金収入額と合計所得金額の合計が120万円を超える方 

課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円以下の方 

課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円を超える方 

合計所得金額の合計が120万円未満の方 

合計所得金額の合計が120万円以上210万未満の方 

合計所得金額の合計が210万円以上320万未満の方 

合計所得金額の合計が320万円以上の方 

対象者 割合 保険料（年額）

課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円を超え
120万以下の方 

生活保護受給者・老齢福祉年金受給者
課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円以下の方

基準額
1.00

●所得区分別年額介護保険料

行政情報行政情報

■
ご
存
じ
で
す
か
？

〜
生
活
支
援
体
制

　
　
　

  

整
備
事
業
〜

　
元
気
な
シ
ニ
ア
を
増
や
し
な
が

ら
、
地
域
の
中
で
ち
ょ
っ
と
し
た
手

助
け
（
生
活
支
援
）
を
み
ん
な
で
協

力
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
た
め
の

事
業
で
す
。

　
町
で
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
西
牧

地
区
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、
取
り

組
み
を
始
め
ま
し
た
。本
年
4
月
か

ら
は
、
下
仁
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

と
町
と
の
協
働
に
よ
り
、
地
区
ご
と

に
身
近
な
地
域
で
の
支
え
合
い
を

住
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。今
住
ん
で
い
る

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

「
支
え
合
い
の
地
域
」
を
一
緒
に
つ

く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
包
括
支
援
係

☎
64
―
8
8
0
4

●
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

５
月
31
日
（
月
）

●
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

５
月
24
日
（
月
）
　

振
替
納
税
を
利
用
し
て
い
る
方
の

振
替
日
の
変
更
に
つ
い
て　

振
替
日
の
２
〜
３
日
前
に
は
、

預
貯
金
口
座
の
残
高
を
お
確
か
め

く
だ
さ
い
。

　
残
高
不
足
な
ど
の
理
由
に
よ

り
、
預
貯
金
口
座
か
ら
引
落
し
で

き
ま
せ
ん
と
、
４
月
16
日
か
ら
延

滞
税
が
か
か
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
国
税
を
一
時
に

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
、
税
務
署
に
申
請
す
る
こ
と
に

よ
り
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る

と
き
は
、
原
則
と
し
て
１
年
以
内

の
期
間
に
限
り
、
猶
予
が
認
め
ら

れ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
国
税

の
納
付
が
困
難
な
方
へ
猶
予
制
度
の
ご
案
内

●
町
長
交
際
費
に
つ
い
て

　
町
長
交
際
費
は
、
町
政
の
円
滑

な
運
営
を
図
る
た
め
、
町
を
代
表

し
て
行
う
個
人
又
は
団
体
と
の
交

際
に
要
す
る
経
費
で
、
下
仁
田
町

町
長
交
際
費
支
出
規
程
の
支
出
基

準
に
基
づ
い
て
支
出
し
て
い
ま

す
。

●
令
和
２
年
度
　
町
長
交
際
費

　
町
長
交
際
費
の
支
出
状
況
に
つ

い
て
、
同
規
程
の
公
開
基
準
に
基

づ
き
公
開
し
ま
す
。

町
長
交
際
費
を

公
表
し
ま
す

（単位：円）

1

2

3

3月分

3月分

3月分

弔慰

弔慰

その他

支出内容支出日 支出区分

３月分 計

(３月分)

支出金額

葬儀生花4件

葬儀香典3件

手土産代6件

30,000

11,000

11,120

52,120

富
岡
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
問
い
合
わ
せ
　
富
岡
税
務
署
　
☎
０
２
７
４―

63―

２
２
３
５

※

自
動
音
声
案
内
で
「
２
」
を
選
択

猶
予
制
度
の
詳
細
は
こ
ち
ら

国
民
年
金
保
険
料
は

納
付
期
限
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う

　
令
和
３
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は

１
６
、
６
１
０
円
で
す
。

　
納
付
期
限
は
納
付
対
象
月
の
翌
月
末

日
（
休
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）
で
す
。

　
４
月
に
送
ら
れ
た
令
和
３
年
度
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
書
に
よ
り
お
近
く

の
金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
期
間
が
あ

る
方
に
対
し
て
、
電
話
・
文
書
・
個
別

訪
問
に
よ
る
納
付
の
ご
案
内
を
民
間
事

業
者
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
の
納
付
は
、
お
忘
れ
が
な
く

便
利
な
口
座
振
替
の
ご
利
用
を
お
勧
め

し
ま
す
。
現
金
で
納
付
す
る
よ
り
割
引

率
も
大
き
く
お
得
な
振
替
方
法
も
あ
り

ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
に
は
、
条
件
に
よ
り
納
付
を
免
除

や
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
希

望
さ
れ
る
方
は
役
場
の
住
民
係
か
高
崎

年
金
事
務
所
で
申
請
の
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
役
場

住
民
税
務
課
　
住
民
係
　

☎
82
―
２
１
１
２
（
直
通
）

高
崎
年
金
事
務
所

☎
0
２
７
―
３
２
２
―
４
２
９
９
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障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

で
、
軽
自
動
車
の
所
有
者
が
、
障

害
の
程
度
な
ど
一
定
の
条
件
を
満

た
し
て
い
る
場
合
に
は
、
申
請
に

よ
り
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
が

減
免
に
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

役
場
に
納
税
通
知
書
・
印
鑑
・
障

害
者
手
帳
・
運
転
免
許
証
を
お
持

ち
い
た
だ
き
、
減
免
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
普
通
自
動
車

に
も
同
様
の
制
度
が
あ
り
ま
す

が
、
ど
ち
ら
も
所
有
し
て
い
る
場

合
、
減
免
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
減
免
申
請
は

５
月
24
日
（
月
）
ま
で
に
！

の
は
ど
ち
ら
か
１
台
の
み
で
す
。

特
種
用
途
自
動
車
（
身
体
障
害
者

用
の
車
両
）
の
所
有
者
は
、
そ
の

形
状
に
よ
り
該
当
す
る
も
の
は
減

免
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
役
場
に

納
税
通
知
書
・
印
鑑
・
運
転
免
許

証
・
車
検
証
・
特
別
な
仕
様
が
確

認
で
き
る
書
類
を
お
持
ち
い
た
だ

き
、
減
免
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

住
民
税
務
課
　
税
務
係

☎
82―

２
１
１
３
（
直
通
）

　
自
動
車
税(

種
別
割
）
は
、
道
路

の
整
備
だ
け
で
な
く
、
医
療
、
福

祉
、
教
育
の
充
実
な
ど
、
安
心
・

安
全
な
暮
ら
し
を
確
保
す
る
た
め

の
財
源
と
し
て
大
切
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

●
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
、
下

仁
田
町
役
場
（
会
計
課
）
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
県
内
金
融

機
関
、
郵
便
局
、
行
政
県
税
事
務

所
、
自
動
車
税
事
務
所
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
、

「Pay-easy

（
ペ
イ
ジ
ー
）
」
対

応
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
納
税
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、W

eb

サ
イ
ト
「Yahoo!

公
金
支
払
い
」
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
納
税
で
き
る
ほ
か
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
（LIN

E 
P
ay

、P
ayP

ay

）
を
利
用
し
て

納
税
で
き
ま
す
。

　
詳
細
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
自
動
車
税
特
集
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

※
ご
注
意
　
軽
自
動
車
税
（
種
別

割
）
は
町
に
納
め
る
税
金
で
す
。

　
納
税
場
所
は
役
場
住
民
税
務
課

税
務
係
☎
82―

２
１
１
３
（
直

通
）
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

 

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
に
つ
い

て
も
納
期
限
【
５
月
31
日
（
月
）
】

ま
で
に
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
５
月
３１
日
（
月
）

ま
で
に
忘
れ
ず
に
！

●
問
い
合
わ
せ

群
馬
県
富
岡
行
政
県
税
事
務
所
　

☎
０
２
７
４―

６
３―

２
２
４
５

群
馬
県
自
動
車
税
事
務
所
　 

　

☎
０
２
７―

２
６
３―

４
３
４
３

●
継
続
検
査
用
、
構
造
等
変
更
検

査
用
の
納
税
証
明
書
に
つ
い
て

 

自
動
車
を
譲
渡
す
る
場
合
に
は
納

税
証
明
書
も
一
緒
に
渡
し
、
自
動

車
を
譲
り
受
け
る
場
合
に
は
納
税

証
明
書
も
一
緒
に
受
け
取
り
ま

し
ょ
う
。

　
今
年
度
の
町
県
民
税
で
、
給
与

か
ら
天
引
き
を
す
る
給
与
特
別
徴

収
の
方
の
税
額
決
定
通
知
書
を
、

５
月
14
日
に
勤
務
先
の
事
業
所
宛

に
発
送
予
定
で
す
。
給
与
特
別
徴

収
の
方
は
５
月
14
日
の
税
額
通
知

書
の
発
送
日
か
ら
発
行
で
き
ま

す
。
ま
た
、
ご
自
身
で
納
付
書
や

口
座
振
替
で
お
支
払
い
す
る
普
通

徴
収
の
方
の
税
額
決
定
通
知
書

を
、
６
月
11
日
に
個
人
宛
に
発
送

予
定
で
す
。
普
通
徴
収
の
方
や
、

特
別
徴
収
と
普
通
徴
収
の
両
方
あ

今
年
度
の
所
得
・
課
税
（
非
課
税
）
証
明
書

の
発
行
に
つ
い
て

る
方
は
６
月
11
日
の
税
額
通
知
書

の
発
送
日
か
ら
発
行
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
４
月
16
日
以
降
に
確
定

申
告
や
住
民
税
申
告
を
さ
れ
た
方

に
つ
き
ま
し
て
は
、
税
額
通
知
書

の
発
送
日
に
各
証
明
書
を
発
行
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

住
民
税
務
課
　
税
務
係

☎
82―

２
１
１
３

自動車税特集

　
１
８
７
３
年
（
明
治
６
）
下
仁

田
学
校
は
仮
校
舎
を
龍
栖
寺
に
、

翌
年
善
福
寺
に
南
牧
東
学
校
が
開

校
し
ま
し
た
。

　
同
84
年
（
同
17
）
に
下
仁
田
１

７
５
に
新
校
舎
を
落
成
し
移
転
し

ま
し
た
。
翌
年
両
校
は
合
併
し
第

11
小
学
校
と
な
り
、
同
時
に
青
倉

土
谷
沢
に
第
一
分
校
、
栗
山
に
第

二
分
校
が
開
校
し
ま
し
た
。

　
１
８
９
１
年
（
明
治
24
）
下
仁

田
高
等
小
学
校
と
な
っ
て
、
翌
年

栗
山
分
校
は
第
二
下
仁
田
尋
常
小

学
校
と
な
り
、
同
10
年
（
明
治

43
）
に
栗
山
分
教
場
と
な
り
ま
し

た
。
１
９
７
９
年
（
昭
和
54
）
に

下
仁
田
小
学
校
に
統
合
と
な
り
廃

校
と
な
り
ま
し
た
。

　
２
０
０
９
年
（
平
成
21
）
に
青

倉
小
学
校
が
、
同
12
年
（
平
成

24
）
馬
山
、
小
坂
、
西
牧
の
各
小

学
校
が
下
仁
田
小
学
校
に
合
併
と

な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
間
、
多
く
の
立
派
な
賞
を
受

　
１
８
７
３
年
（
明
治
６
）
下
仁

田
学
校
は
仮
校
舎
を
龍
栖
寺
に
、

翌
年
善
福
寺
に
南
牧
東
学
校
が
開

校
し
ま
し
た
。

　
同
84
年
（
同
17
）
に
下
仁
田
１

７
５
に
新
校
舎
を
落
成
し
移
転
し

ま
し
た
。
翌
年
両
校
は
合
併
し
第

11
小
学
校
と
な
り
、
同
時
に
青
倉

土
谷
沢
に
第
一
分
校
、
栗
山
に
第

二
分
校
が
開
校
し
ま
し
た
。

　
１
８
９
１
年
（
明
治
24
）
下
仁

田
高
等
小
学
校
と
な
っ
て
、
翌
年

栗
山
分
校
は
第
二
下
仁
田
尋
常
小

学
校
と
な
り
、
同
10
年
（
明
治

43
）
に
栗
山
分
教
場
と
な
り
ま
し

た
。
１
９
７
９
年
（
昭
和
54
）
に

下
仁
田
小
学
校
に
統
合
と
な
り
廃

校
と
な
り
ま
し
た
。

　
２
０
０
９
年
（
平
成
21
）
に
青

倉
小
学
校
が
、
同
12
年
（
平
成

24
）
馬
山
、
小
坂
、
西
牧
の
各
小

学
校
が
下
仁
田
小
学
校
に
合
併
と

な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
間
、
多
く
の
立
派
な
賞
を
受

け
て
い
ま
す
。

①
二
宮
金
次
郎
像
（
昭
和
11
年
）

　
下
仁
田
出
身
で
東
京
で
自
動
車

運
輸
で
成
功
し
た
今
井
甲
子
郎
氏

が
、
母
校
に
贈
っ
た
記
念
碑
で

「
至
誠
報
徳
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。

②
記
念
植
樹
の
碑
（
昭
和
30
年
）

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
他
有
志
一
同
で
、

月
桂
樹
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

③
表
彰
記
念
の
碑
（
昭
和
31
年
）

　
青
少
年
の
た
め
教
育
活
動
に
尽

力
し
た
、
下
仁
田
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
贈
ら

れ
た
文
部
大
臣
表
彰
の
碑
で
す
。

④
講
堂
落
成
並
Ｐ
Ｔ
Ａ
創
立
一
周

年
の
碑
（
昭
和
31
年
）

　
下
仁
田
広
報
が
発
刊
さ
れ
た

年
、
吉
田
貞
造
氏
に
よ
っ
て
小
中

学
校
の
講
堂
が
寄
贈
さ
れ
た
記
念

と
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
創
立
一
周
年
の
記
念

の
碑
で
す
。

⑤
校
門
完
成
（
昭
和
42
年
度
）

「
下
仁
田
町
立
下
仁
田
小
学
校
」

の
門
標
、
裏
に
「
強
く
　
美
し
く

け
て
い
ま
す
。

①
二
宮
金
次
郎
像
（
昭
和
11
年
）

　
下
仁
田
出
身
で
東
京
で
自
動
車

運
輸
で
成
功
し
た
今
井
甲
子
郎
氏

が
、
母
校
に
贈
っ
た
記
念
碑
で

「
至
誠
報
徳
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。

②
記
念
植
樹
の
碑
（
昭
和
30
年
）

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
他
有
志
一
同
で
、

月
桂
樹
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

③
表
彰
記
念
の
碑
（
昭
和
31
年
）

　
青
少
年
の
た
め
教
育
活
動
に
尽

力
し
た
、
下
仁
田
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
贈
ら

れ
た
文
部
大
臣
表
彰
の
碑
で
す
。

④
講
堂
落
成
並
Ｐ
Ｔ
Ａ
創
立
一
周

年
の
碑
（
昭
和
31
年
）

　
下
仁
田
広
報
が
発
刊
さ
れ
た

年
、
吉
田
貞
造
氏
に
よ
っ
て
小
中

学
校
の
講
堂
が
寄
贈
さ
れ
た
記
念

と
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
創
立
一
周
年
の
記
念

の
碑
で
す
。

⑤
校
門
完
成
（
昭
和
42
年
度
）

「
下
仁
田
町
立
下
仁
田
小
学
校
」

の
門
標
、
裏
に
「
強
く
　
美
し
く

　
立
つ
」
寄
贈
荻
野
重
雄
　
校
長

林
喜
代
松
　
石
工
青
木
与
一
　
明

治
百
年
記
念
の
事
業
で
す
。

⑥
文
部
大
臣
表
彰
記
念
碑
（
昭
和

44
年
）

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
顕
著
な
業
績
に

よ
っ
て
文
部
大
臣
表
彰
、
裏
面
に

受
賞
の
由
来
が
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。

⑦
校
歌
の
碑
（
昭
和
48
年
）

　
鈴
木
比
呂
志
氏
書
に
よ
る
校
歌

の
碑
で
す
。
開
校
百
年
を
記
念
し

て
建
立
し
た
碑
で
す
。

⑧
新
校
舎
完
成
記
念
碑（
昭
和
52
年
）

　
新
校
舎
の
完
成
を
記
念
し
て
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
で
建
立
し
た
碑
で
す
。

⑨
表
彰
記
念
碑
（
平
成
元
年
）

　
多
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
に
尽

力
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
、
関
東
管
区
警

察
局
長
、
同
交
通
安
全
協
会
連
合

会
長
か
ら
の
表
彰
の
碑
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
碑
は
校
庭
の
西
側
に

ま
と
め
ら
れ
て
、
記
念
碑
の
庭
が

造
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
立
つ
」
寄
贈
荻
野
重
雄
　
校
長

林
喜
代
松
　
石
工
青
木
与
一
　
明

治
百
年
記
念
の
事
業
で
す
。

⑥
文
部
大
臣
表
彰
記
念
碑
（
昭
和

44
年
）

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
顕
著
な
業
績
に

よ
っ
て
文
部
大
臣
表
彰
、
裏
面
に

受
賞
の
由
来
が
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。

⑦
校
歌
の
碑
（
昭
和
48
年
）

　
鈴
木
比
呂
志
氏
書
に
よ
る
校
歌

の
碑
で
す
。
開
校
百
年
を
記
念
し

て
建
立
し
た
碑
で
す
。

⑧
新
校
舎
完
成
記
念
碑（
昭
和
52
年
）

　
新
校
舎
の
完
成
を
記
念
し
て
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
で
建
立
し
た
碑
で
す
。

⑨
表
彰
記
念
碑
（
平
成
元
年
）

　
多
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
に
尽

力
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
、
関
東
管
区
警

察
局
長
、
同
交
通
安
全
協
会
連
合

会
長
か
ら
の
表
彰
の
碑
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
碑
は
校
庭
の
西
側
に

ま
と
め
ら
れ
て
、
記
念
碑
の
庭
が

造
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

里
見
哲
夫

下
仁
田
小
学
校
の
記
念
碑

下
仁
田
小
学
校
の
記
念
碑

教
育
に
　尽
力
し
た
る
　父
母
の

　証
輝
け
　永
久
に
残
ら
ん

語り継がれる歴史語り継がれる歴史
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障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

で
、
軽
自
動
車
の
所
有
者
が
、
障

害
の
程
度
な
ど
一
定
の
条
件
を
満

た
し
て
い
る
場
合
に
は
、
申
請
に

よ
り
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
が

減
免
に
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

役
場
に
納
税
通
知
書
・
印
鑑
・
障

害
者
手
帳
・
運
転
免
許
証
を
お
持

ち
い
た
だ
き
、
減
免
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
普
通
自
動
車

に
も
同
様
の
制
度
が
あ
り
ま
す

が
、
ど
ち
ら
も
所
有
し
て
い
る
場

合
、
減
免
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
減
免
申
請
は

５
月
24
日
（
月
）
ま
で
に
！

の
は
ど
ち
ら
か
１
台
の
み
で
す
。

特
種
用
途
自
動
車
（
身
体
障
害
者

用
の
車
両
）
の
所
有
者
は
、
そ
の

形
状
に
よ
り
該
当
す
る
も
の
は
減

免
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
役
場
に

納
税
通
知
書
・
印
鑑
・
運
転
免
許

証
・
車
検
証
・
特
別
な
仕
様
が
確

認
で
き
る
書
類
を
お
持
ち
い
た
だ

き
、
減
免
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

住
民
税
務
課
　
税
務
係

☎
82―

２
１
１
３
（
直
通
）

　
自
動
車
税(

種
別
割
）
は
、
道
路

の
整
備
だ
け
で
な
く
、
医
療
、
福

祉
、
教
育
の
充
実
な
ど
、
安
心
・

安
全
な
暮
ら
し
を
確
保
す
る
た
め

の
財
源
と
し
て
大
切
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

●
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
、
下

仁
田
町
役
場
（
会
計
課
）
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
県
内
金
融

機
関
、
郵
便
局
、
行
政
県
税
事
務

所
、
自
動
車
税
事
務
所
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
、

「Pay-easy

（
ペ
イ
ジ
ー
）
」
対

応
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
納
税
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、W

eb

サ
イ
ト
「Yahoo!

公
金
支
払
い
」
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
納
税
で
き
る
ほ
か
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
（LIN

E 
P
ay

、P
ayP

ay

）
を
利
用
し
て

納
税
で
き
ま
す
。

　
詳
細
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
自
動
車
税
特
集
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

※
ご
注
意
　
軽
自
動
車
税
（
種
別

割
）
は
町
に
納
め
る
税
金
で
す
。

　
納
税
場
所
は
役
場
住
民
税
務
課

税
務
係
☎
82―

２
１
１
３
（
直

通
）
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

 

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
に
つ
い

て
も
納
期
限
【
５
月
31
日
（
月
）
】

ま
で
に
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
５
月
３１
日
（
月
）

ま
で
に
忘
れ
ず
に
！

●
問
い
合
わ
せ

群
馬
県
富
岡
行
政
県
税
事
務
所
　

☎
０
２
７
４―

６
３―

２
２
４
５

群
馬
県
自
動
車
税
事
務
所
　 

　

☎
０
２
７―

２
６
３―

４
３
４
３

●
継
続
検
査
用
、
構
造
等
変
更
検

査
用
の
納
税
証
明
書
に
つ
い
て

 

自
動
車
を
譲
渡
す
る
場
合
に
は
納

税
証
明
書
も
一
緒
に
渡
し
、
自
動

車
を
譲
り
受
け
る
場
合
に
は
納
税

証
明
書
も
一
緒
に
受
け
取
り
ま

し
ょ
う
。

　
今
年
度
の
町
県
民
税
で
、
給
与

か
ら
天
引
き
を
す
る
給
与
特
別
徴

収
の
方
の
税
額
決
定
通
知
書
を
、

５
月
14
日
に
勤
務
先
の
事
業
所
宛

に
発
送
予
定
で
す
。
給
与
特
別
徴

収
の
方
は
５
月
14
日
の
税
額
通
知

書
の
発
送
日
か
ら
発
行
で
き
ま

す
。
ま
た
、
ご
自
身
で
納
付
書
や

口
座
振
替
で
お
支
払
い
す
る
普
通

徴
収
の
方
の
税
額
決
定
通
知
書

を
、
６
月
11
日
に
個
人
宛
に
発
送

予
定
で
す
。
普
通
徴
収
の
方
や
、

特
別
徴
収
と
普
通
徴
収
の
両
方
あ

今
年
度
の
所
得
・
課
税
（
非
課
税
）
証
明
書

の
発
行
に
つ
い
て

る
方
は
６
月
11
日
の
税
額
通
知
書

の
発
送
日
か
ら
発
行
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
４
月
16
日
以
降
に
確
定

申
告
や
住
民
税
申
告
を
さ
れ
た
方

に
つ
き
ま
し
て
は
、
税
額
通
知
書

の
発
送
日
に
各
証
明
書
を
発
行
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

住
民
税
務
課
　
税
務
係

☎
82―

２
１
１
３

自動車税特集

　
１
８
７
３
年
（
明
治
６
）
下
仁

田
学
校
は
仮
校
舎
を
龍
栖
寺
に
、

翌
年
善
福
寺
に
南
牧
東
学
校
が
開

校
し
ま
し
た
。

　
同
84
年
（
同
17
）
に
下
仁
田
１

７
５
に
新
校
舎
を
落
成
し
移
転
し

ま
し
た
。
翌
年
両
校
は
合
併
し
第

11
小
学
校
と
な
り
、
同
時
に
青
倉

土
谷
沢
に
第
一
分
校
、
栗
山
に
第

二
分
校
が
開
校
し
ま
し
た
。

　
１
８
９
１
年
（
明
治
24
）
下
仁

田
高
等
小
学
校
と
な
っ
て
、
翌
年

栗
山
分
校
は
第
二
下
仁
田
尋
常
小

学
校
と
な
り
、
同
10
年
（
明
治

43
）
に
栗
山
分
教
場
と
な
り
ま
し

た
。
１
９
７
９
年
（
昭
和
54
）
に

下
仁
田
小
学
校
に
統
合
と
な
り
廃

校
と
な
り
ま
し
た
。

　
２
０
０
９
年
（
平
成
21
）
に
青

倉
小
学
校
が
、
同
12
年
（
平
成

24
）
馬
山
、
小
坂
、
西
牧
の
各
小

学
校
が
下
仁
田
小
学
校
に
合
併
と

な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
間
、
多
く
の
立
派
な
賞
を
受

　
１
８
７
３
年
（
明
治
６
）
下
仁

田
学
校
は
仮
校
舎
を
龍
栖
寺
に
、

翌
年
善
福
寺
に
南
牧
東
学
校
が
開

校
し
ま
し
た
。

　
同
84
年
（
同
17
）
に
下
仁
田
１

７
５
に
新
校
舎
を
落
成
し
移
転
し

ま
し
た
。
翌
年
両
校
は
合
併
し
第

11
小
学
校
と
な
り
、
同
時
に
青
倉

土
谷
沢
に
第
一
分
校
、
栗
山
に
第

二
分
校
が
開
校
し
ま
し
た
。

　
１
８
９
１
年
（
明
治
24
）
下
仁

田
高
等
小
学
校
と
な
っ
て
、
翌
年

栗
山
分
校
は
第
二
下
仁
田
尋
常
小

学
校
と
な
り
、
同
10
年
（
明
治

43
）
に
栗
山
分
教
場
と
な
り
ま
し

た
。
１
９
７
９
年
（
昭
和
54
）
に

下
仁
田
小
学
校
に
統
合
と
な
り
廃

校
と
な
り
ま
し
た
。

　
２
０
０
９
年
（
平
成
21
）
に
青

倉
小
学
校
が
、
同
12
年
（
平
成

24
）
馬
山
、
小
坂
、
西
牧
の
各
小

学
校
が
下
仁
田
小
学
校
に
合
併
と

な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
間
、
多
く
の
立
派
な
賞
を
受

け
て
い
ま
す
。

①
二
宮
金
次
郎
像
（
昭
和
11
年
）

　
下
仁
田
出
身
で
東
京
で
自
動
車

運
輸
で
成
功
し
た
今
井
甲
子
郎
氏

が
、
母
校
に
贈
っ
た
記
念
碑
で

「
至
誠
報
徳
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。

②
記
念
植
樹
の
碑
（
昭
和
30
年
）

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
他
有
志
一
同
で
、

月
桂
樹
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

③
表
彰
記
念
の
碑
（
昭
和
31
年
）

　
青
少
年
の
た
め
教
育
活
動
に
尽

力
し
た
、
下
仁
田
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
贈
ら

れ
た
文
部
大
臣
表
彰
の
碑
で
す
。

④
講
堂
落
成
並
Ｐ
Ｔ
Ａ
創
立
一
周

年
の
碑
（
昭
和
31
年
）

　
下
仁
田
広
報
が
発
刊
さ
れ
た

年
、
吉
田
貞
造
氏
に
よ
っ
て
小
中

学
校
の
講
堂
が
寄
贈
さ
れ
た
記
念

と
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
創
立
一
周
年
の
記
念

の
碑
で
す
。

⑤
校
門
完
成
（
昭
和
42
年
度
）

「
下
仁
田
町
立
下
仁
田
小
学
校
」

の
門
標
、
裏
に
「
強
く
　
美
し
く

け
て
い
ま
す
。

①
二
宮
金
次
郎
像
（
昭
和
11
年
）

　
下
仁
田
出
身
で
東
京
で
自
動
車

運
輸
で
成
功
し
た
今
井
甲
子
郎
氏

が
、
母
校
に
贈
っ
た
記
念
碑
で

「
至
誠
報
徳
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。

②
記
念
植
樹
の
碑
（
昭
和
30
年
）

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
他
有
志
一
同
で
、

月
桂
樹
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

③
表
彰
記
念
の
碑
（
昭
和
31
年
）

　
青
少
年
の
た
め
教
育
活
動
に
尽

力
し
た
、
下
仁
田
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
贈
ら

れ
た
文
部
大
臣
表
彰
の
碑
で
す
。

④
講
堂
落
成
並
Ｐ
Ｔ
Ａ
創
立
一
周

年
の
碑
（
昭
和
31
年
）

　
下
仁
田
広
報
が
発
刊
さ
れ
た

年
、
吉
田
貞
造
氏
に
よ
っ
て
小
中

学
校
の
講
堂
が
寄
贈
さ
れ
た
記
念

と
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
創
立
一
周
年
の
記
念

の
碑
で
す
。

⑤
校
門
完
成
（
昭
和
42
年
度
）

「
下
仁
田
町
立
下
仁
田
小
学
校
」

の
門
標
、
裏
に
「
強
く
　
美
し
く

　
立
つ
」
寄
贈
荻
野
重
雄
　
校
長

林
喜
代
松
　
石
工
青
木
与
一
　
明

治
百
年
記
念
の
事
業
で
す
。

⑥
文
部
大
臣
表
彰
記
念
碑
（
昭
和

44
年
）

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
顕
著
な
業
績
に

よ
っ
て
文
部
大
臣
表
彰
、
裏
面
に

受
賞
の
由
来
が
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。

⑦
校
歌
の
碑
（
昭
和
48
年
）

　
鈴
木
比
呂
志
氏
書
に
よ
る
校
歌

の
碑
で
す
。
開
校
百
年
を
記
念
し

て
建
立
し
た
碑
で
す
。

⑧
新
校
舎
完
成
記
念
碑（
昭
和
52
年
）

　
新
校
舎
の
完
成
を
記
念
し
て
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
で
建
立
し
た
碑
で
す
。

⑨
表
彰
記
念
碑
（
平
成
元
年
）

　
多
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
に
尽

力
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
、
関
東
管
区
警

察
局
長
、
同
交
通
安
全
協
会
連
合

会
長
か
ら
の
表
彰
の
碑
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
碑
は
校
庭
の
西
側
に

ま
と
め
ら
れ
て
、
記
念
碑
の
庭
が

造
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
立
つ
」
寄
贈
荻
野
重
雄
　
校
長

林
喜
代
松
　
石
工
青
木
与
一
　
明

治
百
年
記
念
の
事
業
で
す
。

⑥
文
部
大
臣
表
彰
記
念
碑
（
昭
和

44
年
）

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
顕
著
な
業
績
に

よ
っ
て
文
部
大
臣
表
彰
、
裏
面
に

受
賞
の
由
来
が
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。

⑦
校
歌
の
碑
（
昭
和
48
年
）

　
鈴
木
比
呂
志
氏
書
に
よ
る
校
歌

の
碑
で
す
。
開
校
百
年
を
記
念
し

て
建
立
し
た
碑
で
す
。

⑧
新
校
舎
完
成
記
念
碑（
昭
和
52
年
）

　
新
校
舎
の
完
成
を
記
念
し
て
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
で
建
立
し
た
碑
で
す
。

⑨
表
彰
記
念
碑
（
平
成
元
年
）

　
多
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
に
尽

力
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
、
関
東
管
区
警

察
局
長
、
同
交
通
安
全
協
会
連
合

会
長
か
ら
の
表
彰
の
碑
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
碑
は
校
庭
の
西
側
に

ま
と
め
ら
れ
て
、
記
念
碑
の
庭
が

造
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

里
見
哲
夫

下
仁
田
小
学
校
の
記
念
碑

下
仁
田
小
学
校
の
記
念
碑

教
育
に
　尽
力
し
た
る
　父
母
の

　証
輝
け
　永
久
に
残
ら
ん

語り継がれる歴史語り継がれる歴史
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TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

　
世
界
文
化
遺
産
「
荒
船
風
穴
」

の
４
月
か
ら
の
見
学
再
開
に
合
わ

せ
て
、
３
月
31
日
（
水
）
に
荒
船

風
穴
友
の
会
主
催
で
「
安
全
祈
願

祭
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
友
の

会
会
長
で
も
あ
る
西
光
寺
の
堀
越

住
職
と
長
楽
寺
の
峯
岸
副
住
職
の

読
経
に
合
わ
せ
、
茂
木
教
育
長
と

荒
船
風
穴
友
の
会
の
役
員
で
一
年

の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

 

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
歴
史
館

☎
82―

５
３
４
５

荒
船
風
穴
で
安
全
祈
願
祭
を
行
い
ま
し
た

荒
船
風
穴
で
安
全
祈
願
祭
を
行
い
ま
し
た

　
３
月
19
日
、
三
峰
酒
類
株
式
会

社
（
高
崎
市
）
様
か
ら
除
菌
用
ア

ル
コ
ー
ル
（
36
本
）
を
ご
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
町
の
感
染
症
対
策
に
役
立
た
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

美
峰
酒
類
株
式
会
社

除
菌
用
ア
ル
コ
ー
ル
寄
付

美
峰
酒
類
株
式
会
社

除
菌
用
ア
ル
コ
ー
ル
寄
付

　
世
界
文
化
遺
産
「
荒
船
風
穴
」

の
経
営
母
体
と
し
て
、
明
治
34

（
１
９
０
１
）
年
か
ら
昭
和
13

（
１
９
３
８
）
年
頃
ま
で
稼
働
し

て
い
た
春
秋
館
の
敷
地
や
建
物
等

で
あ
る
「
春
秋
館
跡
」
に
つ
い

て
、
令
和
３
年
３
月
26
日
の
官
報

に
国
指
定
史
跡
「
荒
船
・
東
谷
風

穴
蚕
種
貯
蔵
所
跡
」
へ
の
追
加
指

定
が
告
示
さ
れ
、
正
式
に
決
定
し

ま
し
た
。

　
国
指
定
史
跡
へ
の
追
加
を
受
け

て
、
今
後
は
建
物
や
内
部
資
料
の

保
存
活
用
に
つ
い
て
計
画
的
に
事

業
を
進
め
る
予
定
で
す
。

※

現
在
は
建
物
の
保
護
の
た
め

シ
ー
ト
を
掛
け
て
お
り
、
見
学
は

敷
地
外
か
ら
外
観
の
み
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
歴
史
館

☎
82―

５
３
４
５

「
春
秋
館
跡
」
の
国
指
定
史
跡
へ
の

追
加
が
決
ま
り
ま
し
た

「
春
秋
館
跡
」
の
国
指
定
史
跡
へ
の

追
加
が
決
ま
り
ま
し
た

　
令
和
３
年
４
月
16
日
（
金
）
、

長
年
行
政
相
談
委
員
と
し
て
活
躍

さ
れ
た
加
庭
紀
夫
さ
ん
に
対
し
、

総
務
大
臣
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
町
長
同
席

の
も
と
総
務
省
群
馬
行
政
監
視
行

政
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長
よ
り
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
加
庭
さ
ん
は
２
期

４
年
に
わ
た
り
、
地
域
住
民
と
行

政
機
関
の
橋
渡
し
役
と
し
て
ご
活

躍
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
大
臣
よ
り
感
謝
状
贈
呈

5月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

5/20（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

妊婦さんと未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児と遊ぼう・園庭開放

5/11（火）

１０：００～１１：３０

行
政
相
談
委
員
を

紹
介
し
ま
す

　
令
和
３
年
４
月
１
日
付
で
、
岡

田
恵
子
さ
ん
が
総
務
大
臣
か
ら
行

政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。
行
政
相
談
委
員
は
、
国
や
地

方
公
共
団
体
の
行
政
機
関
や
公
団

な
ど
の
特
殊
法
人
が
行
っ
て
い
る

仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
・
要

望
を
住
民
の
皆
様
か
ら
お
聴
き

し
、
問
題
解
決
の
促
進
を
図
り
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

《
定
例
行
政
相
談
所
》

●
相
談
日
　

毎
月
第
一
火
曜
日
（
祝
日
の
場
合

は
翌
週
の
火
曜
日
）

５
月
11
日
、
６
月
１
日

●
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階

相
談
室

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係

☎
82
―
２
１
１
０
（
総
務
課
直
通
）

※
相
談
の
際
は
、
マ
ス
ク
の
着
用

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
心
配
ご
と
相
談
も
同
時
開
催
し

て
い
ま
す
。

岡田恵子さん
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TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

　
世
界
文
化
遺
産
「
荒
船
風
穴
」

の
４
月
か
ら
の
見
学
再
開
に
合
わ

せ
て
、
３
月
31
日
（
水
）
に
荒
船

風
穴
友
の
会
主
催
で
「
安
全
祈
願

祭
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
友
の

会
会
長
で
も
あ
る
西
光
寺
の
堀
越

住
職
と
長
楽
寺
の
峯
岸
副
住
職
の

読
経
に
合
わ
せ
、
茂
木
教
育
長
と

荒
船
風
穴
友
の
会
の
役
員
で
一
年

の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

 

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
歴
史
館

☎
82―

５
３
４
５

荒
船
風
穴
で
安
全
祈
願
祭
を
行
い
ま
し
た

荒
船
風
穴
で
安
全
祈
願
祭
を
行
い
ま
し
た

　
３
月
19
日
、
三
峰
酒
類
株
式
会

社
（
高
崎
市
）
様
か
ら
除
菌
用
ア

ル
コ
ー
ル
（
36
本
）
を
ご
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
町
の
感
染
症
対
策
に
役
立
た
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

美
峰
酒
類
株
式
会
社

除
菌
用
ア
ル
コ
ー
ル
寄
付

美
峰
酒
類
株
式
会
社

除
菌
用
ア
ル
コ
ー
ル
寄
付

　
世
界
文
化
遺
産
「
荒
船
風
穴
」

の
経
営
母
体
と
し
て
、
明
治
34

（
１
９
０
１
）
年
か
ら
昭
和
13

（
１
９
３
８
）
年
頃
ま
で
稼
働
し

て
い
た
春
秋
館
の
敷
地
や
建
物
等

で
あ
る
「
春
秋
館
跡
」
に
つ
い

て
、
令
和
３
年
３
月
26
日
の
官
報

に
国
指
定
史
跡
「
荒
船
・
東
谷
風

穴
蚕
種
貯
蔵
所
跡
」
へ
の
追
加
指

定
が
告
示
さ
れ
、
正
式
に
決
定
し

ま
し
た
。

　
国
指
定
史
跡
へ
の
追
加
を
受
け

て
、
今
後
は
建
物
や
内
部
資
料
の

保
存
活
用
に
つ
い
て
計
画
的
に
事

業
を
進
め
る
予
定
で
す
。

※

現
在
は
建
物
の
保
護
の
た
め

シ
ー
ト
を
掛
け
て
お
り
、
見
学
は

敷
地
外
か
ら
外
観
の
み
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
歴
史
館

☎
82―

５
３
４
５

「
春
秋
館
跡
」
の
国
指
定
史
跡
へ
の

追
加
が
決
ま
り
ま
し
た

「
春
秋
館
跡
」
の
国
指
定
史
跡
へ
の

追
加
が
決
ま
り
ま
し
た

　
令
和
３
年
４
月
16
日
（
金
）
、

長
年
行
政
相
談
委
員
と
し
て
活
躍

さ
れ
た
加
庭
紀
夫
さ
ん
に
対
し
、

総
務
大
臣
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
町
長
同
席

の
も
と
総
務
省
群
馬
行
政
監
視
行

政
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長
よ
り
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
加
庭
さ
ん
は
２
期

４
年
に
わ
た
り
、
地
域
住
民
と
行

政
機
関
の
橋
渡
し
役
と
し
て
ご
活

躍
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
大
臣
よ
り
感
謝
状
贈
呈

5月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

5/20（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

妊婦さんと未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児と遊ぼう・園庭開放

5/11（火）

１０：００～１１：３０

行
政
相
談
委
員
を

紹
介
し
ま
す

　
令
和
３
年
４
月
１
日
付
で
、
岡

田
恵
子
さ
ん
が
総
務
大
臣
か
ら
行

政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。
行
政
相
談
委
員
は
、
国
や
地

方
公
共
団
体
の
行
政
機
関
や
公
団

な
ど
の
特
殊
法
人
が
行
っ
て
い
る

仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
・
要

望
を
住
民
の
皆
様
か
ら
お
聴
き

し
、
問
題
解
決
の
促
進
を
図
り
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

《
定
例
行
政
相
談
所
》

●
相
談
日
　

毎
月
第
一
火
曜
日
（
祝
日
の
場
合

は
翌
週
の
火
曜
日
）

５
月
11
日
、
６
月
１
日

●
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階

相
談
室

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係

☎
82
―
２
１
１
０
（
総
務
課
直
通
）

※
相
談
の
際
は
、
マ
ス
ク
の
着
用

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
心
配
ご
と
相
談
も
同
時
開
催
し

て
い
ま
す
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岡田恵子さん
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】
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郷
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弥
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）
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行
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び
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線
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落
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南
野
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水
み
ち
代
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飽
足
り
て
外
の
空
気
と
た
た
ず
め
ば
風
は
つ
れ
な
く
傷
み
吹
き
行
く

　

 

（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
風
花
が
そ
の
名
の
よ
う
な
優
し
さ
で
ボ
タ
ン
の
つ
ぼ
み
を
ぬ
ら
し
て
行
け
り 

（
馬

　山
）

　山
中

　た
ね

■
聖
き
春
、
神
よ
我
に
与
え
給
え
優
し
き
彼
の
全
て
の
痛
み

　
　
　
　
　

 

（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

■
山
の
湖
水
面
に
浮
か
ぶ
花
茂
風
の
吹
く
ま
ま
離
れ
て
寄
っ
て

　
　

   

　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

ひ
と

ほ
し

う
み

【
星
俳
句
会
三
月
句
会
】

■
数
多
な
る
教
訓
つ
な
ぐ
震
災
忌

　
　
　
　須
藤
禮
子

■
庚
申
塔
の
陰
よ
り
低
き
初
音
か
な

　
　
　永
井
波
江

■
ワ
ク
チ
ン
の
開
始
も
不
安
春
嵐

　
　
　
　吉
田
文
子

■
廃
校
に
生
命
を
そ
そ
ぐ
初
桜

　
　
　
　
　工
藤
初
恵

■
春
風
に
さ
そ
は
れ
た
だ
け
髪
乱
る

　
　
　佐
藤
信
香

■
啓
蟄
や
息
吹
の
鼓
動
野
も
山
も

　
　
　
　
　
　高
田
ト
ク

■
一
品
は
香
り
を
揚
げ
る
蕗
の
と
う

　
　
　

  

　

  

新
井
笑
子

■
は
し
ゃ
ぐ
声
土
手
に
響
く
よ
つ
く
し
ん
ぼ

　
　

 

斉
藤
悦
子

■
病
む
地
球
の
乱
れ
る
息
や
春
疾
風

　
　
　
　

   

佐
藤
志
げ
子

■
初
桜
誉
め
て
は
笑
み
の
声
弾
む

　
　
　
　
　

    

今
井
陽
子

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い

3月に入った新刊図書は次のとおりです。　「新刊図書情報」
著者名

てぃ先生

斎藤孝

斎藤孝

島村華子

笹澤泰史

奥利根自然センター

渋沢栄一

新川帆立

藤谷　治

坂岡真

稲葉稔

書名

カリスマ保育士てぃ先生の子育てで困ったら、これやってみ！

小学生なら知っておきたいもっと教養366

小学生なら知っておきたい教養366

自分でできる子に育つほめ方叱り方

鉄が語る群馬の古代史

令和の尾瀬へ

超約版　論語と算盤

元彼の遺言状

睦家四姉妹図

火盗改しノ字組4　不倶戴天の敵

研ぎ師人情始末9　江戸橋慕情

著者名

坂岡真

坂岡真

藤井邦夫

佐伯泰英

藤井邦夫

藤井邦夫

藤井邦夫

藤井邦夫

藤原緋沙子

辻堂魁

書名

照れ降れ長屋風聞帖11　盗賊かもめ

照れ降れ長屋風聞帖12　初鯨

新・秋山久蔵御用控9　紙風船

新・酔いどれ小籐次20　三つ巴

新・知らぬが半兵衛手控帖11　古傷痕

新・知らぬが半兵衛手控帖12　一周忌

大江戸閻魔帳5　罰当り

日暮左近事件帖9　冥府からの刺客

秘め事おたつ3　青葉雨

夜叉萬同心8　お蝶と吉次

令和３年
441号

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

下仁田町公民館　☎82－3535　℻82－5489
公民館だより公民館だより

サークル活動を紹介します！サークル活動を紹介します！

図書室掲示板

●活動日　第1・3水曜日13：00～17：00
●場　所　下仁田町活性化センター図書室
●会員数　8名
講師の笹山先生はプロの画家で、初心者
から丁寧に指導してくれます。水彩画・油
絵どちらも学ぶことができます。
●連絡先　園部典男　☎84-2536

　落語や世界遺産、子ども向けビ
デオなどまだまだ現役です。懐か
しい1本に出会えるかもしれませ
ん。

　公民館では子ども体験学習（チャレンジキッズ）で、「家でチャレンジ！手づくりこんにゃくをつくってみよう」
を開催し、小学生がこんにゃくづくりの様子を絵日記に描きました。
4月17日～5月16日の間、下仁田町商業協同組合様のご協力のもと、以下の店舗で絵日記を展示していま
す。お出かけの際、ぜひご覧ください。

森川酒店様　かしわや呉服店様　花のたかはし様　茂木時計店様　恵比寿屋様（順不同）

公民館ではさまざまなサークル・団体が活動しています。「何か始めてみたい」「趣味を楽し
みたい」「仲間づくりをしたい」とお考えの方、サークルに参加してみませんか？
活動内容の詳細は各団体の連絡先へお問い合わせください。

次回の県立図書
の入れ替え

次回の県立図書
の入れ替え

5月14日（金）5月14日（金）

図書室ではビデオをみることができます図書室ではビデオをみることができます

ささ絵画教室ささ絵画教室

●講　師　池田美年子さん
　　　　　（MINTY　EVENT　DECOR)
●日　時　5月18日（火）14：00～16：00
●場　所　下仁田町公民館3F技術伝承室
●定　員　6名
●参加費　1,500円
※撮影で使用した撮影用背景シート（3枚）
　とお菓子はお持ち帰りできます。
●申込先　公民館　☎82-3535
※締め切り　5月11日（火）

スマホde写真撮影講座スマホde写真撮影講座
成人講座成人講座

こんな方にオススメ！こんな方にオススメ！

まちに絵日記をかざろう！まちに絵日記をかざろう！Smile kidsSmile kids

展示している店舗

●センスよく手軽にスマホで撮影したい
●SNS映えするオシャレな写真をアップしたい
●ビジネス用に撮影スタイリングのコツを知りたい

お茶を交えながら楽しく学んでいます。お茶を交えながら楽しく学んでいます。
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SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

空
き
家
取
壊
し
に
20
万
円
助
成

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
５
月
28

日（
金
）の
午
後
、
小
児
科
医
師
が
不

在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

　
前
橋
地
方
法
務
局
及
び
群
馬
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
人
権
擁

護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
（
昭
和

24
年
６
月
１
日
）を
記
念
と
し
て
、特

設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
子
ど
も
に
関
す
る
こ
と
、
家
庭
内

や
近
所
の
も
め
ご
と
な
ど
、
人
権
問

題
や
困
り
ご
と
で
悩
ん
で
い
る
方

は
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。料
金

は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

　
な
お
、
特
設
相
談
所
へ
お
越
し
に

な
れ
な
い
方
に
つ
き
ま
し
て
も
、
通

常
ど
お
り
前
橋
地
方
法
務
局
及
び

各
支
局
で
電
話
相
談
等
を
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

３
年
６
月
１
日
現
在
で
、「
令
和
３

年
経
済
セ
ン
サ
ス
―
活
動
調
査
」
を

実
施
し
ま
す
。こ
の
調
査
は
、
我
が

国
の
す
べ
て
の
産
業
分
野
に
お
け

る
事
業
所
・
企
業
の
経
済
活
動
の

状
況
を
全
国
的
・
地
域
別
に
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
国
が
行
う
調
査
の
中
で
も
特
に

重
要
か
つ
大
規
模
な
統
計
調
査
で
、

全
国
の
す
べ
て
の
事
業
所
及
び
企

業
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
調
査
票
は
、
都
道
府
県
知
事
が
任

命
し
た
調
査
員
が
お
伺
い
し
て
直

接
配
布
す
る
か
、
国
が
郵
送
し
ま

す
。調
査
票
が
届
き
ま
し
た
ら
、
同

封
さ
れ
て
い
る
「
調
査
票
の
記
入
の

し
か
た
」
を
ご
覧
の
う
え
、
ご
回
答

く
だ
さ
い
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
も

し
く
は
郵
送
で
ご
回
答
い
た
だ
け

ま
す
。

　
皆
様
の
調
査
へ
の
ご
理
解
・
ご

回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課
商
工
観
光
係
　

☎
64
―
８
８
０
５

●
開
催
年
月
日
　

令
和
３
年
５
月
27
日（
木
）

●
開
催
時
間
　
午
後
２
時
か
ら
午

後
３
時
30
分
終
了
予
定

●
開
催
場
所
　

　
ご
み
や
、
庭
木
、
枯
草
な
ど
は
燃

や
さ
ず
に
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
ご

み
収
集
に
出
す
か
、
直
接
、
町
の
ご

み
焼
却
場
へ
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
禁
止
さ
れ
て
い
る
焼
却
行
為
な
ど

①
ド
ラ
ム
缶
や
ブ
ロ
ッ
ク
囲
い
を

　
利
用
し
て
の
焼
却

②
地
面
に
穴
を
掘
っ
て
の
焼
却

③
焼
却
設
備
の
構
造
基
準
に
適
合

　
し
て
い
な
い
小
型
焼
却
炉
を
利

　
用
し
て
の
焼
却

●
違
反
す
る
と
…

○
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る

焼
却
行
為
で
も
住
民
か
ら
煙
や
に

お
い
な
ど
の
苦
情
が
あ
っ
た
場
合

は
、
改
善
命
令
や
行
政
指
導
、
罰
則

な
ど
の
対
象
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
課
環
境
係

（
下
仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82
―
5
4
9
0

　
ヤ
マ
ビ
ル
生
息
数
の
減
少
及
び
吸

血
被
害
の
抑
制
を
図
る
た
め
、
令
和

３
年
度
よ
り
ヤ
マ
ビ
ル
駆
除
剤
購
入

に
対
し
、補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

○
駆
除
剤
購
入
金
額
の
２
分
の
１

以
内
（
駆
除
剤
の
購
入
金
額
が
５
，

０
０
０
円
未
満
の
も
の
、
忌
避
剤

（
ス
プ
レ
ー
式
な
ど
）は
対
象
外
の
額

を
補
助
）

　
町
で
は
老
朽
し
た
空
き
家
の
取

壊
し
費
用
に
対
し
、
条
件
が
整
え
ば

最
大
20
万
円
の
助
成
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
事
前
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
町
内
に
老
朽
し
た
空
き
家

を
お
持
ち
の
方
は
取
り
壊
し
前
に

保
健
課
環
境
係
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
空
き
家
の
放
置
が
原
因
で
事
故

が
お
き
た
場
合
、
所
有
者
や
相
続
人

に
賠
償
責
任
が
発
生
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
課
環
境
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
0
2
7
4
―
82
―
5
4
9
0

　
野
焼
き
（
庭
や
畑
で
の
ご
み
の
焼

却
）
は
、
法
律
や
県
条
例
及
び
町
条

例
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
焼
却
行
為
は
、
有
害
物
質
発
生
の

原
因
に
も
な
り
、
近
隣
住
民
の
健
康

被
害
や
生
活
環
境
に
悪
い
影
響
を
与

え
ま
す
の
で
、絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
、
畑
等
で
行
う
野
焼
き
は
付

近
の
枯
草
や
山
林
へ
の
延
焼
す
る
恐

れ
が
高
く
、
山
林
へ
の
延
焼
は
大
規

模
火
災
の
原
因
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。（
ご
み
焼
却
が
原
因
の
火
災
が
、

富
岡
甘
楽
広
域
圏
内
の
出
火
原
因

の
上
位
に
な
っ
て
い
ま
す
）

●
日
時
　
６
月
１
日（
火
）　

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
公
民
館
３
階
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
問
い
合
わ
せ
　

前
橋
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
0
2
7
―
2
1
1
―
4
4
6
6

全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
　

0
5
7
0
―
0
0
3
―
1
1
0

　「
い
じ
め
」「
児
童
虐
待
」「
家
庭
内

暴
力
」
な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中

で
起
こ
り
う
る
悩
み
事
の
相
談
に

応
じ
適
切
な
助
言
を
行
い
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
相
談
で
き
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
５
月
20
日
（
木
）
午
後
１

時
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
問
い
合
わ
せ
　

住
民
税
務
課
住
民
係

☎
82
―
２
１
１
２

　
総
務
省
と
経
済
産
業
省
は
、令
和

富
岡
市
七
日
市
４
０
０
―
１

富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

●
対
象
者
　
令
和
４
年
３
月
新
規

学
校
卒
業
者（
大
学
・
短
大
・
専
修

技
術
専
門
校
等
・
高
校
・
中
学
）
の

採
用
を
お
考
え
の
事
業
主
の
み
な

さ
ん（
個
人
・
法
人
は
問
い
ま
せ
ん
）

●
内
容
　
令
和
４
年
３
月
新
規
学

卒
者
の
求
人
か
ら
採
用
ま
で
の
手

続
き
に
つ
い
て
及
び
本
年
度
の
状

況
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
す
。

●
お
問
合
わ
せ
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
富
岡
　
学
卒
担
当

☎
０
２
７
４
―
62
―
８
６
０
９

●
補
足
　
高
校
生
の
場
合
、
夏
休
み

頃
か
ら
校
内
選
考
が
始
ま
り
ま
す
。

採
用
を
予
定
し
て
い
る
事
業
主
の

方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
の
上
、
早
め
の
ご

計
画
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
求
人
提
出
予
定
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
、
新
卒
者
雇
用
に
関
心
の
あ
る

事
業
主
の
方
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

の
状
況
に
よ
り
開
催
を
中
止
さ
せ

て
い
た
だ
く
事
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

　
空
き
家
は
、
所
有
者
や
相
続
人
が

責
任
を
持
っ
て
管
理
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

○
１
戸
当
た
り
年
間
補
助
上
限
は
、

１
０
，０
０
０
円

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

農
林
課
　
農
業
係
　
☎
64
―
８
８
０
６

　
例
年
6
月
に
開
催
し
て
い
た
「
歯

と
口
の
健
康
フ
ェ
ア
」
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

の
た
め
、
今
年
も
開
催
を
見
合
わ
せ

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。楽
し
み

に
お
待
ち
い
た
だ
い
て
い
た
皆
様

に
は
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ご
理

解
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　

富
岡
甘
楽
歯
科
医
師
会
　

☎
0
2
7
4
―
62
―
1
7
0
6

　
農
業
者
以
外
の
方
に
町
が
貸
し

出
す
農
地
で
す
。特
定
農
地
貸
付
法

に
よ
り
、営
利
を
目
的
と
し
た
栽
培

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
家
庭
用
菜
園
等

に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方
を
募
集

し
ま
す
。

●
農
園
所
在
地
　
下
小
坂
字
根
地

地
内
（
国
道
２
５
４
号
線
の
平
成
橋

対
岸
）

●
募
集
区
画
数
　

５
区
画（
40
㎡
〜
50
㎡
）

●
利
用
料
金
　

1
㎡
あ
た
り
年
額
40
円

●
利
用
者
　

町
内
・
町
外
問
い
ま
せ
ん

●
貸
付
決
定
　
先
着
順

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

農
林
課
農
業
係

☎
64
―
８
８
０
６（
直
通
）

●
日
時
　
令
和
３
年
６
月
15
日
（
火
）

10
時
〜
11
時
30
分

●
会
場
　
下
仁
田
町
保
健
セ
ン

タ
ー
　
１
階 

母
子
保
健
室

●
内
容
　
お
う
ち
で
で
き
る
手
遊
び
・

リ
ズ
ム
遊
び
や
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
・
お
す
す
め
絵
本
の
紹
介
な
ど

●
講
師
　
N
P
O
法
人 

時
を
つ
む

ぐ
会
　
ぴ
よ
ぴ
よ
の
会

●
対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
両
親
、
祖

父
母

●
定
員
　
10
組
程
度

●
費
用
　
無
料

※
参
加
希
望
の
方
は
、
６
月
11
日

（
金
）
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
課
　
保
健
予
防
係
（
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）

☎
0
2
7
4
―
82
―
5
4
9
0

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

人
権
相
談

令
和
３
年
経
済
セ
ン
サ
ス
―
活

動
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

令
和
４
年
３
月
新
規
学
卒
者

求
人
説
明
会
の
ご
案
内

「
歯
と
口
の
健
康
フ
ェア
」

中
止
の
お
知
ら
せ

ふ
れ
あ
い
農
園（
下
小
坂
農
場
）

利
用
者
募
集

子
育
て
応
援
教
室
わ
く
わ
く

お
や
こ
で
リ
ズ
ム
あ
そ
び

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

全
国
一斉
特
設
人
権
相
談

野
焼
き
の
禁
止
に
つ
い
て

ヤ
マ
ビ
ル
駆
除
剤
購
入
費

補
助
金
に
つ
い
て

お知らせ版お知らせ版
■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433
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お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

空
き
家
取
壊
し
に
20
万
円
助
成

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
５
月
28

日（
金
）の
午
後
、
小
児
科
医
師
が
不

在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

　
前
橋
地
方
法
務
局
及
び
群
馬
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
人
権
擁

護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
（
昭
和

24
年
６
月
１
日
）を
記
念
と
し
て
、特

設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
子
ど
も
に
関
す
る
こ
と
、
家
庭
内

や
近
所
の
も
め
ご
と
な
ど
、
人
権
問

題
や
困
り
ご
と
で
悩
ん
で
い
る
方

は
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。料
金

は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

　
な
お
、
特
設
相
談
所
へ
お
越
し
に

な
れ
な
い
方
に
つ
き
ま
し
て
も
、
通

常
ど
お
り
前
橋
地
方
法
務
局
及
び

各
支
局
で
電
話
相
談
等
を
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

３
年
６
月
１
日
現
在
で
、「
令
和
３

年
経
済
セ
ン
サ
ス
―
活
動
調
査
」
を

実
施
し
ま
す
。こ
の
調
査
は
、
我
が

国
の
す
べ
て
の
産
業
分
野
に
お
け

る
事
業
所
・
企
業
の
経
済
活
動
の

状
況
を
全
国
的
・
地
域
別
に
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
国
が
行
う
調
査
の
中
で
も
特
に

重
要
か
つ
大
規
模
な
統
計
調
査
で
、

全
国
の
す
べ
て
の
事
業
所
及
び
企

業
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
調
査
票
は
、
都
道
府
県
知
事
が
任

命
し
た
調
査
員
が
お
伺
い
し
て
直

接
配
布
す
る
か
、
国
が
郵
送
し
ま

す
。調
査
票
が
届
き
ま
し
た
ら
、
同

封
さ
れ
て
い
る
「
調
査
票
の
記
入
の

し
か
た
」
を
ご
覧
の
う
え
、
ご
回
答

く
だ
さ
い
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
も

し
く
は
郵
送
で
ご
回
答
い
た
だ
け

ま
す
。

　
皆
様
の
調
査
へ
の
ご
理
解
・
ご

回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課
商
工
観
光
係
　

☎
64
―
８
８
０
５

●
開
催
年
月
日
　

令
和
３
年
５
月
27
日（
木
）

●
開
催
時
間
　
午
後
２
時
か
ら
午

後
３
時
30
分
終
了
予
定

●
開
催
場
所
　

　
ご
み
や
、
庭
木
、
枯
草
な
ど
は
燃

や
さ
ず
に
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
ご

み
収
集
に
出
す
か
、
直
接
、
町
の
ご

み
焼
却
場
へ
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
禁
止
さ
れ
て
い
る
焼
却
行
為
な
ど

①
ド
ラ
ム
缶
や
ブ
ロ
ッ
ク
囲
い
を

　
利
用
し
て
の
焼
却

②
地
面
に
穴
を
掘
っ
て
の
焼
却

③
焼
却
設
備
の
構
造
基
準
に
適
合

　
し
て
い
な
い
小
型
焼
却
炉
を
利

　
用
し
て
の
焼
却

●
違
反
す
る
と
…

○
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る

焼
却
行
為
で
も
住
民
か
ら
煙
や
に

お
い
な
ど
の
苦
情
が
あ
っ
た
場
合

は
、
改
善
命
令
や
行
政
指
導
、
罰
則

な
ど
の
対
象
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
課
環
境
係

（
下
仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82
―
5
4
9
0

　
ヤ
マ
ビ
ル
生
息
数
の
減
少
及
び
吸

血
被
害
の
抑
制
を
図
る
た
め
、
令
和

３
年
度
よ
り
ヤ
マ
ビ
ル
駆
除
剤
購
入

に
対
し
、補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

○
駆
除
剤
購
入
金
額
の
２
分
の
１

以
内
（
駆
除
剤
の
購
入
金
額
が
５
，

０
０
０
円
未
満
の
も
の
、
忌
避
剤

（
ス
プ
レ
ー
式
な
ど
）は
対
象
外
の
額

を
補
助
）

　
町
で
は
老
朽
し
た
空
き
家
の
取

壊
し
費
用
に
対
し
、
条
件
が
整
え
ば

最
大
20
万
円
の
助
成
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
事
前
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
町
内
に
老
朽
し
た
空
き
家

を
お
持
ち
の
方
は
取
り
壊
し
前
に

保
健
課
環
境
係
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
空
き
家
の
放
置
が
原
因
で
事
故

が
お
き
た
場
合
、
所
有
者
や
相
続
人

に
賠
償
責
任
が
発
生
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
課
環
境
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
0
2
7
4
―
82
―
5
4
9
0

　
野
焼
き
（
庭
や
畑
で
の
ご
み
の
焼

却
）
は
、
法
律
や
県
条
例
及
び
町
条

例
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
焼
却
行
為
は
、
有
害
物
質
発
生
の

原
因
に
も
な
り
、
近
隣
住
民
の
健
康

被
害
や
生
活
環
境
に
悪
い
影
響
を
与

え
ま
す
の
で
、絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
、
畑
等
で
行
う
野
焼
き
は
付

近
の
枯
草
や
山
林
へ
の
延
焼
す
る
恐

れ
が
高
く
、
山
林
へ
の
延
焼
は
大
規

模
火
災
の
原
因
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。（
ご
み
焼
却
が
原
因
の
火
災
が
、

富
岡
甘
楽
広
域
圏
内
の
出
火
原
因

の
上
位
に
な
っ
て
い
ま
す
）

●
日
時
　
６
月
１
日（
火
）　

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
公
民
館
３
階
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
問
い
合
わ
せ
　

前
橋
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
0
2
7
―
2
1
1
―
4
4
6
6

全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
　

0
5
7
0
―
0
0
3
―
1
1
0

　「
い
じ
め
」「
児
童
虐
待
」「
家
庭
内

暴
力
」
な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中

で
起
こ
り
う
る
悩
み
事
の
相
談
に

応
じ
適
切
な
助
言
を
行
い
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
相
談
で
き
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
５
月
20
日
（
木
）
午
後
１

時
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
問
い
合
わ
せ
　

住
民
税
務
課
住
民
係

☎
82
―
２
１
１
２

　
総
務
省
と
経
済
産
業
省
は
、令
和

富
岡
市
七
日
市
４
０
０
―
１

富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

●
対
象
者
　
令
和
４
年
３
月
新
規

学
校
卒
業
者（
大
学
・
短
大
・
専
修

技
術
専
門
校
等
・
高
校
・
中
学
）
の

採
用
を
お
考
え
の
事
業
主
の
み
な

さ
ん（
個
人
・
法
人
は
問
い
ま
せ
ん
）

●
内
容
　
令
和
４
年
３
月
新
規
学

卒
者
の
求
人
か
ら
採
用
ま
で
の
手

続
き
に
つ
い
て
及
び
本
年
度
の
状

況
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
す
。

●
お
問
合
わ
せ
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
富
岡
　
学
卒
担
当

☎
０
２
７
４
―
62
―
８
６
０
９

●
補
足
　
高
校
生
の
場
合
、
夏
休
み

頃
か
ら
校
内
選
考
が
始
ま
り
ま
す
。

採
用
を
予
定
し
て
い
る
事
業
主
の

方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
の
上
、
早
め
の
ご

計
画
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
求
人
提
出
予
定
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
、
新
卒
者
雇
用
に
関
心
の
あ
る

事
業
主
の
方
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

の
状
況
に
よ
り
開
催
を
中
止
さ
せ

て
い
た
だ
く
事
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

　
空
き
家
は
、
所
有
者
や
相
続
人
が

責
任
を
持
っ
て
管
理
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

○
１
戸
当
た
り
年
間
補
助
上
限
は
、

１
０
，０
０
０
円

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

農
林
課
　
農
業
係
　
☎
64
―
８
８
０
６

　
例
年
6
月
に
開
催
し
て
い
た
「
歯

と
口
の
健
康
フ
ェ
ア
」
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

の
た
め
、
今
年
も
開
催
を
見
合
わ
せ

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。楽
し
み

に
お
待
ち
い
た
だ
い
て
い
た
皆
様

に
は
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ご
理

解
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　

富
岡
甘
楽
歯
科
医
師
会
　

☎
0
2
7
4
―
62
―
1
7
0
6

　
農
業
者
以
外
の
方
に
町
が
貸
し

出
す
農
地
で
す
。特
定
農
地
貸
付
法

に
よ
り
、営
利
を
目
的
と
し
た
栽
培

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
家
庭
用
菜
園
等

に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方
を
募
集

し
ま
す
。

●
農
園
所
在
地
　
下
小
坂
字
根
地

地
内
（
国
道
２
５
４
号
線
の
平
成
橋

対
岸
）

●
募
集
区
画
数
　

５
区
画（
40
㎡
〜
50
㎡
）

●
利
用
料
金
　

1
㎡
あ
た
り
年
額
40
円

●
利
用
者
　

町
内
・
町
外
問
い
ま
せ
ん

●
貸
付
決
定
　
先
着
順

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

農
林
課
農
業
係

☎
64
―
８
８
０
６（
直
通
）

●
日
時
　
令
和
３
年
６
月
15
日
（
火
）

10
時
〜
11
時
30
分

●
会
場
　
下
仁
田
町
保
健
セ
ン

タ
ー
　
１
階 

母
子
保
健
室

●
内
容
　
お
う
ち
で
で
き
る
手
遊
び
・

リ
ズ
ム
遊
び
や
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
・
お
す
す
め
絵
本
の
紹
介
な
ど

●
講
師
　
N
P
O
法
人 

時
を
つ
む

ぐ
会
　
ぴ
よ
ぴ
よ
の
会

●
対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
両
親
、
祖

父
母

●
定
員
　
10
組
程
度

●
費
用
　
無
料

※
参
加
希
望
の
方
は
、
６
月
11
日

（
金
）
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
課
　
保
健
予
防
係
（
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）

☎
0
2
7
4
―
82
―
5
4
9
0

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

人
権
相
談

令
和
３
年
経
済
セ
ン
サ
ス
―
活

動
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

令
和
４
年
３
月
新
規
学
卒
者

求
人
説
明
会
の
ご
案
内

「
歯
と
口
の
健
康
フ
ェア
」

中
止
の
お
知
ら
せ

ふ
れ
あ
い
農
園（
下
小
坂
農
場
）

利
用
者
募
集

子
育
て
応
援
教
室
わ
く
わ
く

お
や
こ
で
リ
ズ
ム
あ
そ
び

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

全
国
一斉
特
設
人
権
相
談

野
焼
き
の
禁
止
に
つ
い
て

ヤ
マ
ビ
ル
駆
除
剤
購
入
費

補
助
金
に
つ
い
て

お知らせ版お知らせ版
■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535
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SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

住宅用火災警報器は１０年を目安に交換しましょう

●
開
催
日
時

○
日
時
　

2
0
2
1
年
5
月
23
日 （
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

○
場
所
　

も
み
じ
平
総
合
公
園（
富
岡
市
）

○
テ
ー
マ

「
今
こ
そ
心
を
ひ
と
つ
に
!
感
謝
と

思
い
や
り
の
絆
を
つ
な
ぎ 
地
域
を

元
気
に
!
」

●
主
催
者

連
合
群
馬
西
部
地
域
協
議
会

（
2
0
2
1
連
合
群
馬
西
部
地
協
ふ

れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委

員
会
）

○
住
所
　
富
岡
市
富
岡
3
7
9

富
岡
市
勤
労
者
会
館
内

○
問
い
合
わ
せ

☎
0
2
7
4
―
64
―
0
5
5
7

●
具
体
的
内
容

○
モ
バ
イ
ル
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

　
会
場
内
に
点
在
さ
せ
た
目
標
物

（
Q
R
コ
ー
ド
を
予
定
）
を
モ
バ
イ

ル
機
器
で
読
み
込
む
と
ク
イ
ズ
が

出
題
さ
れ
る
。

　
ク
イ
ズ
は
メ
ー
デ
ー
や
労
働
組

合
に
関
す
る
設
問
で
あ
り
、
正
解
者

の
多
い
人
か
ら
抽
選
で
賞
品
を
後

日
郵
送
。

○
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

　
会
場
内
に
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
回

収 

B
O
X
を
設
置
し
て
、集
ま
っ
た

食
料
品
を
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
寄
付

す
る
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

○
事
前
配
布
す
る
チ
ラ
シ
に
よ
り

感
染
防
止
策
を
呼
び
か
け
る

○
モ
バ
イ
ル
機
器
に
よ
る
参
加
者

全
員
の
開
催
日
当
日
の
健
康
状
態

の
申
告
を
必
須
と
す
る

○
開
催
日
当
日
は
受
付
を
設
け
ず

に
、
流
れ
集
合
流
れ
解
散
と
す
る
こ

と
に
よ
り
密
を
回
避
す
る

●
そ
の
他

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
2
0
2
0 

年
度
の
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
中
止
と
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
が
、2
0
2
1 

年
度

は
地
協
の
役
割
で
あ
る
「
地
域
に
顔

の
見
え
る
活
動
」
を
基
本
と
し
た
従

来
の
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

か
ら
は
内
容
を
変
更
し
て
の
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
を
計
画
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

2
0
2
1
連
合
群
馬
西
部

地
協
ふ
れ
あ
い
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル

実
施
概
要

お知らせ版お知らせ版
下仁田町自然史館　下仁田町大字青倉１５８-1
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ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

　
下
仁
田
を
流
れ
る
二
つ
の
河
川
の
合

流
点
の
青
岩
公
園
に
は
色
と
り
ど
り
の

石
が
あ
り
ま
す
。川
原
で
見
つ
け
た
石
の

秘
密
を
ガ
イ
ド
が
そ
の
場
で
教
え
ま
す
。

ま
た
、周
辺
の
貝
化
石
の
見
ら
れ
る
地
層

や
昭
和
レ
ト
ロ
な
町
並
み
も
ご
案
内
し

ま
す
。

●
日
時
　5
月
15
日（
土
）

午
前
10
時
〜
12
時

●
集
合
　
下
仁
田
駅

●
持
ち
物・服
装
　
飲
み
物
・
歩
き
や
す

い
靴
・
歩
き
や
す
い
服
装
・
雨
具

●
参
加
費
　
５
０
０
円

●
案
内
　
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会

●
申
し
込
み
　
５
月
10
日（
月
）ま
で
に

下
仁
田
町
自
然
史
館
へ

※
１
　
小
雨
決
行
・マ
ス
ク
着
用

※
２
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
状
況
に
応
じ
て
中
止
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
現
在
の
下
仁
田
イ
ン
タ
ー
に
存
在
し

た
下
鎌
田
遺
跡
か
ら
は
た
く
さ
ん
の
遺

物
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。そ
の
中
に
は

大
陸
か
ら
渡
っ
て
き
た
と
さ
れ
る
白
い

耳
飾
も
あ
り
ま
す
。下
仁
田
町
自
然
史

館
、下
仁
田
町
歴
史
館
そ
れ
ぞ
れ
違
う

視
点
か
ら
下
鎌
田
遺
跡
に
つ
い
て
紹
介

し
た
企
画
展
で
す
。ぜ
ひ
、ご
来
館
く
だ

さ
い
。

　
5
月
の
ジ
オ
の
日
は
下
仁
田
イ
ン

タ
ー
付
近
で
ジ
オ
の
日
の
美
化
活
動
を

行
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
日
時
　
５
月
20
日
（
木
）

午
前
６
時
30
分
か
ら

●
集
合
　
下
仁
田
イ
ン
タ
ー
北
側
駐
車
場

●
持
ち
物
　
軍
手
、
長
靴
等
作
業
し
や

す
い
服
装

※
マ
ス
ク
着
用
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
ゴ
ミ
袋
、
ゴ
ミ
挟
み
は
用
意
し
ま
す
。

※
清
掃
活
動
終
了
後
に
、
ミ
ニ
ジ
オ
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

Ｇｅｏ
で
感
じ
る
下
仁
田
町

②
な
ん
と
１７
種
類
の
石
が
！

Ｇｅｏ
で
感
じ
る
下
仁
田
町

②
な
ん
と
１７
種
類
の
石
が
！

ジ
オ
パ
ー
ク
は
９
月
で
10
周
年
!!

ジ
オ
パ
ー
ク
は
９
月
で
10
周
年
!!

行
事
案
内

下
仁
田
町
自
然
史
館・下
仁
田
町

歴
史
館
２
館
合
同
企
画
展

「
下
仁
田
か
ら
見
つ
か
っ
た
白
い

耳
飾
の
な
ぞ―

大
陸
か
ら
の
渡

来
品
？―

」ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

下
仁
田
町
自
然
史
館・下
仁
田
町

歴
史
館
２
館
合
同
企
画
展

「
下
仁
田
か
ら
見
つ
か
っ
た
白
い

耳
飾
の
な
ぞ―

大
陸
か
ら
の
渡

来
品
？―

」ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

展
示
案
内

下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
半

●
休
館
日
　
毎
週
水
曜
日

●
問
い
合
わ
せ
　
☎
70
―
３
０
７
０

ジオパークHP

Facebook

ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより
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SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

住宅用火災警報器は１０年を目安に交換しましょう

●
開
催
日
時

○
日
時
　

2
0
2
1
年
5
月
23
日 （
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

○
場
所
　

も
み
じ
平
総
合
公
園（
富
岡
市
）

○
テ
ー
マ

「
今
こ
そ
心
を
ひ
と
つ
に
!
感
謝
と

思
い
や
り
の
絆
を
つ
な
ぎ 

地
域
を

元
気
に
!
」

●
主
催
者

連
合
群
馬
西
部
地
域
協
議
会

（
2
0
2
1
連
合
群
馬
西
部
地
協
ふ

れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委

員
会
）

○
住
所
　
富
岡
市
富
岡
3
7
9

富
岡
市
勤
労
者
会
館
内

○
問
い
合
わ
せ

☎
0
2
7
4
―
64
―
0
5
5
7

●
具
体
的
内
容

○
モ
バ
イ
ル
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

　
会
場
内
に
点
在
さ
せ
た
目
標
物

（
Q
R
コ
ー
ド
を
予
定
）
を
モ
バ
イ

ル
機
器
で
読
み
込
む
と
ク
イ
ズ
が

出
題
さ
れ
る
。

　
ク
イ
ズ
は
メ
ー
デ
ー
や
労
働
組

合
に
関
す
る
設
問
で
あ
り
、
正
解
者

の
多
い
人
か
ら
抽
選
で
賞
品
を
後

日
郵
送
。

○
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

　
会
場
内
に
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
回

収 

B
O
X
を
設
置
し
て
、集
ま
っ
た

食
料
品
を
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
寄
付

す
る
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

○
事
前
配
布
す
る
チ
ラ
シ
に
よ
り

感
染
防
止
策
を
呼
び
か
け
る

○
モ
バ
イ
ル
機
器
に
よ
る
参
加
者

全
員
の
開
催
日
当
日
の
健
康
状
態

の
申
告
を
必
須
と
す
る

○
開
催
日
当
日
は
受
付
を
設
け
ず

に
、
流
れ
集
合
流
れ
解
散
と
す
る
こ

と
に
よ
り
密
を
回
避
す
る

●
そ
の
他

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
2
0
2
0 

年
度
の
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
中
止
と
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
が
、2
0
2
1 

年
度

は
地
協
の
役
割
で
あ
る
「
地
域
に
顔

の
見
え
る
活
動
」
を
基
本
と
し
た
従

来
の
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

か
ら
は
内
容
を
変
更
し
て
の
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
を
計
画
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

2
0
2
1
連
合
群
馬
西
部

地
協
ふ
れ
あ
い
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル

実
施
概
要

お知らせ版お知らせ版
下仁田町自然史館　下仁田町大字青倉１５８-1

☎７０-３０７０ FAX６７-５３１５　http：//www.shimonita-geopark.jp/

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

　
下
仁
田
を
流
れ
る
二
つ
の
河
川
の
合

流
点
の
青
岩
公
園
に
は
色
と
り
ど
り
の

石
が
あ
り
ま
す
。川
原
で
見
つ
け
た
石
の

秘
密
を
ガ
イ
ド
が
そ
の
場
で
教
え
ま
す
。

ま
た
、周
辺
の
貝
化
石
の
見
ら
れ
る
地
層

や
昭
和
レ
ト
ロ
な
町
並
み
も
ご
案
内
し

ま
す
。

●
日
時
　5
月
15
日（
土
）

午
前
10
時
〜
12
時

●
集
合
　
下
仁
田
駅

●
持
ち
物・服
装
　
飲
み
物
・
歩
き
や
す

い
靴
・
歩
き
や
す
い
服
装
・
雨
具

●
参
加
費
　
５
０
０
円

●
案
内
　
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会

●
申
し
込
み
　
５
月
10
日（
月
）ま
で
に

下
仁
田
町
自
然
史
館
へ

※
１
　
小
雨
決
行
・マ
ス
ク
着
用

※
２
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
状
況
に
応
じ
て
中
止
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
現
在
の
下
仁
田
イ
ン
タ
ー
に
存
在
し

た
下
鎌
田
遺
跡
か
ら
は
た
く
さ
ん
の
遺

物
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。そ
の
中
に
は

大
陸
か
ら
渡
っ
て
き
た
と
さ
れ
る
白
い

耳
飾
も
あ
り
ま
す
。下
仁
田
町
自
然
史

館
、下
仁
田
町
歴
史
館
そ
れ
ぞ
れ
違
う

視
点
か
ら
下
鎌
田
遺
跡
に
つ
い
て
紹
介

し
た
企
画
展
で
す
。ぜ
ひ
、ご
来
館
く
だ

さ
い
。

　
5
月
の
ジ
オ
の
日
は
下
仁
田
イ
ン

タ
ー
付
近
で
ジ
オ
の
日
の
美
化
活
動
を

行
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
日
時
　
５
月
20
日
（
木
）

午
前
６
時
30
分
か
ら

●
集
合
　
下
仁
田
イ
ン
タ
ー
北
側
駐
車
場

●
持
ち
物
　
軍
手
、
長
靴
等
作
業
し
や

す
い
服
装

※
マ
ス
ク
着
用
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
ゴ
ミ
袋
、
ゴ
ミ
挟
み
は
用
意
し
ま
す
。

※
清
掃
活
動
終
了
後
に
、
ミ
ニ
ジ
オ
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

Ｇｅｏ
で
感
じ
る
下
仁
田
町

②
な
ん
と
１７
種
類
の
石
が
！

Ｇｅｏ
で
感
じ
る
下
仁
田
町

②
な
ん
と
１７
種
類
の
石
が
！

ジ
オ
パ
ー
ク
は
９
月
で
10
周
年
!!

ジ
オ
パ
ー
ク
は
９
月
で
10
周
年
!!

行
事
案
内

下
仁
田
町
自
然
史
館・下
仁
田
町

歴
史
館
２
館
合
同
企
画
展

「
下
仁
田
か
ら
見
つ
か
っ
た
白
い

耳
飾
の
な
ぞ―

大
陸
か
ら
の
渡

来
品
？―

」ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

下
仁
田
町
自
然
史
館・下
仁
田
町

歴
史
館
２
館
合
同
企
画
展

「
下
仁
田
か
ら
見
つ
か
っ
た
白
い

耳
飾
の
な
ぞ―

大
陸
か
ら
の
渡

来
品
？―

」ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

展
示
案
内

下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
半

●
休
館
日
　
毎
週
水
曜
日

●
問
い
合
わ
せ
　
☎
70
―
３
０
７
０

ジオパークHP

Facebook

ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより
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健康健康

　感染症リスクを最大限回避した受診環境を確保するために、会場・受付時間・受付方法を変更させていただ
きました。ご不便をおかけしますが、ご協力をお願いいたします。

9：30～10：30
10：30～11：30
13：00～15：30
9：30～11：00
14：00～15：00

9：30～10：30
10：30～11：30
13：00～14：00
14：00～15：30
9：30～11：30
13：00～15：30
9：30～10：30
10：30～11：30
13：00～15：30
9：30～10：30
10：30～11：30
13：00～15：30
9：30～10：30
10：30～11：30
13：00～15：30
9：30～11：30

9：30～11：00
14：00～15：00

対 象 地 区
西野牧9・11区
西野牧10・12区

本　宿
市ノ萱
大　平

【下仁田町全地区】

宮　室
大桑原
上青倉

下青倉・土谷沢
大　東
小　川
緑ヶ丘
中　央
城　西
上　町
仲　町
下　町
旭　町
川　井
東　町
吉　崎

【下仁田町全地区】

蒔　田
栗　山

【下仁田町全地区】

【下仁田町全地区】

【下仁田町全地区】

会　場

活性化センター(本宿)

活性化センター(本宿)
保健センター

青倉社会体育館

馬山社会体育館

馬山社会体育館

保健センター

保健センター

保健センター

馬山社会体育館
保健センター

特定健診・がん検診等についてのご案内

令和3年度　集団健(検)診実施日程表【対象地区の日程でお越しください】

■個別健診について…下仁田厚生病院で9月・12・1月頃を予定しています。
■ご案内が届かない方…保健推進員を通じて、対象の方に通知をお配りしていますが、通知がない
　　　　　　　　　　（受診票が配付されない）方も受診できますので、保健センターにお問い合わせください。

※令和2年度は集団健診が中止だったため、対象者を拡大して行う検診もあります

■ グレーで塗りつぶされている下仁田全地区の日程をご希望の場合はご予約をお願いいたします。
■ 予約開始：5月6日(木)より保健センター（☎82-5490）へ

●集団健(検)診内容

40歳以上63歳以下の人
64歳以上の人
30歳以上39歳以下の人
40歳以上74歳以下で国民健康保険加入中の人
75歳以上の人
40/45/50/55/60/65/70歳の女性
40歳以上74歳以下で未受診の人（シールに☆印がない人）
30歳以上の未受診の人
50歳以上の人
40歳以上の人
40歳以上の偶数年齢の男性

結核検診（レントゲン）

若年者健康診査
国保特定健康診査
後期高齢者健康診査
骨密度測定
肝炎ウイルス検査
胃がんリスク検診（ABC検診）
肺がん検診（喀痰細胞診）
大腸がん検診
前立腺がん検診

５００円
無　料

１,０００円

無　料

５００円
無　料
５００円
５００円
５００円
１,０００円

受診できる方メニュー 受診料
★基準年齢は、令和3年4月1日現在

【予約制】保健センター
①17：00～17：10　②17：15～17：25
③17：30～17：40　④17：45～17：55
⑤18：00～18：10　⑥18：15～18：25

【予約制】保健センター
①13：00～13：10　②13：15～13：25
③13：30～13：40　④13：45～13：55
⑤14：00～14：10　⑥14：15～14：25
⑦14：30～14：40　⑧14：45～14：55
⑨15：00～15：10　⑩15：15～15：25

【予約制】保健センター
①17：00～17：10　②17：15～17：25
③17：30～17：40　④17：45～17：55
⑤18：00～18：10　⑥18：15～18：25

【予約制】保健センター
①9：00～9：10　②9：15～9：25
③9：30～9：40　④9：45～9：55

⑤10：00～10：10　⑥10：15～10：25
⑦10：30～10：40　⑧10：45～10：55
⑨11：00～11：10　⑩11：15～11：25
⑪11：30～11：40　⑫11：45～11：55

17：00～18：30
右記の予約時間
ごとに受付します

17：00～18：30
右記の予約時間
ごとに受付します

9：00～12：00
右記の予約時間
ごとに受付します

9：00～12：00
右記の予約時間
ごとに受付します

13：00～15：30
右記の予約時間
ごとに受付します

時　間期　日

5月17日（月）

5月19日（水）

5月21日（金）

5月24日（月）

5月25日（火）

5月26日（水）

5月31日（月）

6月1日（火）

6月3日（木）

6月5日（土）

7月10日（土）

●持ってくるもの

・受診票（配付されたシール※台紙からはがさないで下さい） 
・受診料（金額は受診票に記載）・保険証・検尿用綿棒
・質問票・体調チェックの問診票・マスク 

・受診票（配付されたシール※台紙からはがさないで下さい）
・受診料（金額は受診票に記載）・検尿用綿棒
・質問票・体調チェックの問診票・マスク

国保特定健診（40歳以上74歳以下の方）を
受ける人

若年者健診（30歳以上39歳以下の方）を受ける人
後期高齢者健診（75歳以上）を受ける人

時　間　　
9：30～10：30
10：30～11：30
13：00～15：30
9：30～11：30
13：00～15：30
9：30～11：30
13：00～14：00
14：00～15：30

期　日

5月7日(金)

5月13日(木)

5月14日(金)

会　場

保健センター

保健センター

活性化センター(本宿)

対象地区
上小坂
中小坂
下小坂
大　坂
東野牧
矢　川
横　間
南野牧
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健康健康

　感染症リスクを最大限回避した受診環境を確保するために、会場・受付時間・受付方法を変更させていただ
きました。ご不便をおかけしますが、ご協力をお願いいたします。

9：30～10：30
10：30～11：30
13：00～15：30
9：30～11：00
14：00～15：00

9：30～10：30
10：30～11：30
13：00～14：00
14：00～15：30
9：30～11：30
13：00～15：30
9：30～10：30
10：30～11：30
13：00～15：30
9：30～10：30
10：30～11：30
13：00～15：30
9：30～10：30
10：30～11：30
13：00～15：30
9：30～11：30

9：30～11：00
14：00～15：00

対 象 地 区
西野牧9・11区
西野牧10・12区

本　宿
市ノ萱
大　平

【下仁田町全地区】

宮　室
大桑原
上青倉

下青倉・土谷沢
大　東
小　川
緑ヶ丘
中　央
城　西
上　町
仲　町
下　町
旭　町
川　井
東　町
吉　崎

【下仁田町全地区】

蒔　田
栗　山

【下仁田町全地区】

【下仁田町全地区】

【下仁田町全地区】

会　場

活性化センター(本宿)

活性化センター(本宿)
保健センター

青倉社会体育館

馬山社会体育館

馬山社会体育館

保健センター

保健センター

保健センター

馬山社会体育館
保健センター

特定健診・がん検診等についてのご案内

令和3年度　集団健(検)診実施日程表【対象地区の日程でお越しください】

■個別健診について…下仁田厚生病院で9月・12・1月頃を予定しています。
■ご案内が届かない方…保健推進員を通じて、対象の方に通知をお配りしていますが、通知がない
　　　　　　　　　　（受診票が配付されない）方も受診できますので、保健センターにお問い合わせください。

※令和2年度は集団健診が中止だったため、対象者を拡大して行う検診もあります

■ グレーで塗りつぶされている下仁田全地区の日程をご希望の場合はご予約をお願いいたします。
■ 予約開始：5月6日(木)より保健センター（☎82-5490）へ

●集団健(検)診内容

40歳以上63歳以下の人
64歳以上の人
30歳以上39歳以下の人
40歳以上74歳以下で国民健康保険加入中の人
75歳以上の人
40/45/50/55/60/65/70歳の女性
40歳以上74歳以下で未受診の人（シールに☆印がない人）
30歳以上の未受診の人
50歳以上の人
40歳以上の人
40歳以上の偶数年齢の男性

結核検診（レントゲン）

若年者健康診査
国保特定健康診査
後期高齢者健康診査
骨密度測定
肝炎ウイルス検査
胃がんリスク検診（ABC検診）
肺がん検診（喀痰細胞診）
大腸がん検診
前立腺がん検診

５００円
無　料

１,０００円

無　料

５００円
無　料
５００円
５００円
５００円
１,０００円

受診できる方メニュー 受診料
★基準年齢は、令和3年4月1日現在

【予約制】保健センター
①17：00～17：10　②17：15～17：25
③17：30～17：40　④17：45～17：55
⑤18：00～18：10　⑥18：15～18：25

【予約制】保健センター
①13：00～13：10　②13：15～13：25
③13：30～13：40　④13：45～13：55
⑤14：00～14：10　⑥14：15～14：25
⑦14：30～14：40　⑧14：45～14：55
⑨15：00～15：10　⑩15：15～15：25

【予約制】保健センター
①17：00～17：10　②17：15～17：25
③17：30～17：40　④17：45～17：55
⑤18：00～18：10　⑥18：15～18：25

【予約制】保健センター
①9：00～9：10　②9：15～9：25
③9：30～9：40　④9：45～9：55

⑤10：00～10：10　⑥10：15～10：25
⑦10：30～10：40　⑧10：45～10：55
⑨11：00～11：10　⑩11：15～11：25
⑪11：30～11：40　⑫11：45～11：55

17：00～18：30
右記の予約時間
ごとに受付します

17：00～18：30
右記の予約時間
ごとに受付します

9：00～12：00
右記の予約時間
ごとに受付します

9：00～12：00
右記の予約時間
ごとに受付します

13：00～15：30
右記の予約時間
ごとに受付します

時　間期　日

5月17日（月）

5月19日（水）

5月21日（金）

5月24日（月）

5月25日（火）

5月26日（水）

5月31日（月）

6月1日（火）

6月3日（木）

6月5日（土）

7月10日（土）

●持ってくるもの

・受診票（配付されたシール※台紙からはがさないで下さい） 
・受診料（金額は受診票に記載）・保険証・検尿用綿棒
・質問票・体調チェックの問診票・マスク 

・受診票（配付されたシール※台紙からはがさないで下さい）
・受診料（金額は受診票に記載）・検尿用綿棒
・質問票・体調チェックの問診票・マスク

国保特定健診（40歳以上74歳以下の方）を
受ける人

若年者健診（30歳以上39歳以下の方）を受ける人
後期高齢者健診（75歳以上）を受ける人

時　間　　
9：30～10：30
10：30～11：30
13：00～15：30
9：30～11：30
13：00～15：30
9：30～11：30
13：00～14：00
14：00～15：30

期　日

5月7日(金)

5月13日(木)

5月14日(金)

会　場

保健センター

保健センター

活性化センター(本宿)

対象地区
上小坂
中小坂
下小坂
大　坂
東野牧
矢　川
横　間
南野牧
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健康健康

シリーズ  認知症  NO・12  ～認知症になっても安心して暮らせる町を目指して～

町の『認知症ケアパス』が完成しました！
『認知症ケアパス』とは？
　認知症の症状の進行に応じて、どのような時期にどのような支援が必要かをまとめたものです。
役場窓口に置いてありますので、お持ちください。何かありましたら、ご相談ください。

認知症の方とご家族のための電話相談
不安やストレスをできるだけ軽くして、頑張りすぎない介護を♥

●問い合わせ　福祉課　包括支援係　☎64-8804（直通）

認知症の方の介護経験がある
相談員さんがお話をお聴きします。

☎027-289-2740
※月～金曜日　午前１０時～午後３時
　祝日・年末年始を除く

この相談は、群馬県から委託を受けて実施しています。
公益社団法人「認知症の人と家族の会」群馬県支部

認知症の方を介護しているご家族の方へ
認知症の方の介護は、今までとは違う言動に戸惑いや不安があります。介護中心の生活になり、自分の
事は二の次になってしまいます。ご本人と同様に介護をする方の心や身体も大切です。
“ひとりで抱え込まないで”　“積極的に周囲に助けを求めましょう”

包括支援センターや病院に相談を
一緒に考え、良い方法を見つけましょう。
治療により症状を軽減・改善することがあります。

家族や信頼できる友人などに話しましょう
つらい気持ちを話して、すこしでも気持ちを軽く
しましょう

家族や周囲の人に協力してもらいましょう
日頃の相談や連絡で理解が得られ、協力体制を築
きやすくなります。困っている時には、口に出し
て協力を求めましょう。

自分の健康管理にも注意をしましょう
無理をして共倒れにならないように、十分な食事
睡眠を自分なりの気分転換を見つけましょう
（音楽を聴く、散歩、好きな飲み物を飲むなど）

介護がうまくいかないのは、当たり前と考えましょう
介護は、思うようにいかないことがあります。
「まあ、いいかな」と思えるようなほどほどの
介護を目指しましょう。

医療や介護サービスを利用しましょう
大変な時には、頼れるものには頼りましょう。
介護する方も休養を。

認知症につ
いて不安が

ある。

認知症の人
の介護につ

いて、

誰かに話を
聞いてほし

い。
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接種日当日に、下仁田町に住所を有し、過去に高齢者肺炎球菌
（23価）の予防接種を受けたことのない者で
①令和3年4月2日から令和4年4月1日に65歳、70歳、
　75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳になる方
②60歳以上65歳未満で、心臓・腎臓・呼吸器・ヒト免疫不全
　機能障害を有する方で身体障害者手帳1級の方

対象者には保健推進員を通じて4月下旬頃にはがきが配付さ
れますので、
①下仁田町保健センターにて申請書を記入
②予診票を受け取る
③指定医療機関に予約

1度でも高齢者肺炎球菌(23価)の予防接種を行った方は、対
象外になりますのでご注意ください。
また、肺炎にかかった方でもワクチンの型（ポリサッカライド）
のすべてに罹患したとみなせないので、対象になります。

自己負担金　2,000円
※生活保護受給者は無料になります。

令和4年3月31日まで

身分証明書（健康保険証、運転免許証など）

定期接種
対象者

接種費用

期　間

持ち物

接種方法

注意事項

受診前にまずは電話相談を！
◆かかりつけ医、または近くの医療機関に電話で相談する。電話診療により、発熱外来
の紹介・予約をお知らせされます。
◆かかりつけ医がなくどこへ電話してよいか迷う場合は
「群馬県受診・相談コールセンター」（☎0570－082－820：24時間対応）に電話する。診療・検査外来の
案内や、新型コロナウイルス感染症に関する一般相談にも対応します。
※小児科の受診は、公立富岡総合病院休日の小児救急診療、または小児科病院群輪番制の当番病院で
の受診となります。

発熱がある場合の受診方法
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町の『認知症ケアパス』が完成しました！
『認知症ケアパス』とは？
　認知症の症状の進行に応じて、どのような時期にどのような支援が必要かをまとめたものです。
役場窓口に置いてありますので、お持ちください。何かありましたら、ご相談ください。

認知症の方とご家族のための電話相談
不安やストレスをできるだけ軽くして、頑張りすぎない介護を♥

●問い合わせ　福祉課　包括支援係　☎64-8804（直通）

認知症の方の介護経験がある
相談員さんがお話をお聴きします。

☎027-289-2740
※月～金曜日　午前１０時～午後３時
　祝日・年末年始を除く

この相談は、群馬県から委託を受けて実施しています。
公益社団法人「認知症の人と家族の会」群馬県支部

認知症の方を介護しているご家族の方へ
認知症の方の介護は、今までとは違う言動に戸惑いや不安があります。介護中心の生活になり、自分の
事は二の次になってしまいます。ご本人と同様に介護をする方の心や身体も大切です。
“ひとりで抱え込まないで”　“積極的に周囲に助けを求めましょう”

包括支援センターや病院に相談を
一緒に考え、良い方法を見つけましょう。
治療により症状を軽減・改善することがあります。

家族や信頼できる友人などに話しましょう
つらい気持ちを話して、すこしでも気持ちを軽く
しましょう

家族や周囲の人に協力してもらいましょう
日頃の相談や連絡で理解が得られ、協力体制を築
きやすくなります。困っている時には、口に出し
て協力を求めましょう。

自分の健康管理にも注意をしましょう
無理をして共倒れにならないように、十分な食事
睡眠を自分なりの気分転換を見つけましょう
（音楽を聴く、散歩、好きな飲み物を飲むなど）

介護がうまくいかないのは、当たり前と考えましょう
介護は、思うようにいかないことがあります。
「まあ、いいかな」と思えるようなほどほどの
介護を目指しましょう。

医療や介護サービスを利用しましょう
大変な時には、頼れるものには頼りましょう。
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接種日当日に、下仁田町に住所を有し、過去に高齢者肺炎球菌
（23価）の予防接種を受けたことのない者で
①令和3年4月2日から令和4年4月1日に65歳、70歳、
　75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳になる方
②60歳以上65歳未満で、心臓・腎臓・呼吸器・ヒト免疫不全
　機能障害を有する方で身体障害者手帳1級の方

対象者には保健推進員を通じて4月下旬頃にはがきが配付さ
れますので、
①下仁田町保健センターにて申請書を記入
②予診票を受け取る
③指定医療機関に予約

1度でも高齢者肺炎球菌(23価)の予防接種を行った方は、対
象外になりますのでご注意ください。
また、肺炎にかかった方でもワクチンの型（ポリサッカライド）
のすべてに罹患したとみなせないので、対象になります。
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※生活保護受給者は無料になります。

令和4年3月31日まで

身分証明書（健康保険証、運転免許証など）

定期接種
対象者

接種費用
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持ち物
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注意事項

受診前にまずは電話相談を！
◆かかりつけ医、または近くの医療機関に電話で相談する。電話診療により、発熱外来
の紹介・予約をお知らせされます。
◆かかりつけ医がなくどこへ電話してよいか迷う場合は
「群馬県受診・相談コールセンター」（☎0570－082－820：24時間対応）に電話する。診療・検査外来の
案内や、新型コロナウイルス感染症に関する一般相談にも対応します。
※小児科の受診は、公立富岡総合病院休日の小児救急診療、または小児科病院群輪番制の当番病院で
の受診となります。

発熱がある場合の受診方法
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約３分間の健康講話が聞けます
月／持病の薬と歯科治療　　　　　火／５０肩の知識
水／口臭の悩み　　　　　　　　　木／夏に悪化する皮膚病
金／どうする？埋まっている親知らず
土日／乳がん対策　－自分で出来ること、知っておくこと－
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆13日（木）　歯科　午後７時半～９時
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン5月 ☎０２７－２３４－４９７０

「健康カレンダー（5月～6月）」

富岡保健福祉事務所　5月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

6月25日（金）

5月11日（火）
6月8日（火）

5月28日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～
　　１時４５分

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
　　１時４５分

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ、
バスタオル
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと尿

乳幼児は
母子健康手帳

妊娠届出書

問診、計測、小児科診察、歯
科相談、家族計画・授乳・育
児相談、健康相談、離乳食
相談と試食

問診、計測、小児科診察、歯
科健診、歯科相談・希望者
にフッ素塗布、栄養相談と
手作りおやつの試食、健康
相談、心理発達相談

健康相談・栄養相談、介護相
談、血圧測定、育児相談、授
乳相談、むし歯予防相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和3年2月～3月生まれ

令和2年11月～12月生まれ

令和2年8月～9月生まれ

令和2年3月～4月生まれ

令和元年9月～10月生まれ

平成31年3月～4月生まれ

平成30年9月～10月生まれ

平成30年3月～4月生まれ

平成２9年9月～10月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」
予約制

6月11日（金）
予約締切日
6月9日（水）

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

※１歳６か月児健診は個
別に時間指定しますので、
通知をご確認ください。

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当

5月10・24（月）

5月11日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝
炎）・尿検査（クラミジア、淋菌）＊匿名で
受けられます

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後１時～２時
（予約制）

発熱外来延長のため休止中
富岡甘楽新型コロナ発熱外来延長のため、発熱以外の休日診
療は下仁田厚生病院(☎82-3555)、または公立富岡総合病院
(☎63-2111)が対応します。ただし、公立富岡総合病院は時間
外選定療養費(3,300円税込)がかかります。
小児科の受診は、公立富岡総合病院休日の小児救急診療、ま
たは小児科病院群輪番制の当番病院での受診となります。

広
報しもにた

『知って実践フレイル予防』

5月の予定●フレイル予防講座

問い合わせ：福祉課　包括支援係　☎64-8804（直通）

内　　容：地域包括支援センター保健師による
　　　　　①フレイル予防について　②楽しく体を動かそう　③簡単お口の体操　等
申し込み：5月から参加希望の方は、前日までに包括支援係へお申し込みください
定　　員：おおむね10人 ※定員を超えた場合は、会場の変更等をお願いする場合もあります

※新型コロナウイルス感染状況に応じて変更の可能性あり

会　場
西牧活性化センター
交流防災ステーション

（道の駅）
下仁田町公民館

実施日

24（月）

時　間

１３：３０～１４：３０

当日は下記を確認の上、ご参加を♥
●風邪症状等、普段の体調とお変わりないですか？  ●出かける前に体温測定（会場にも体温計を準備します）
●マスク着用忘れずに　●飲み物を持ちましょう

休日診療所 富岡市甘楽郡医師会
　夜間や休日にお子さんの病気への対応や応急処置などを電話で
相談できます。急な発熱、嘔吐、腹痛などで医療機関を受診すべきか
迷った時にお電話ください。保健師・看護師が相談に応じます。
◆電話番号　＃８０００
◆受付日時　月～土曜日：午後６時～翌朝午前８時
日曜日･祝祭日･年末年始：２４時間受付
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５３４

＃８０００こども医療でんわ相談

●受けてみました　～オンライン研修～
　介護予防サポーター（たすけ愛隊）、オーラルフレイル予防サポーターの皆さんが
～フレイル予防サポーター主体の地域フレイル予防活動～「全国フレイルチェックの集い」をオン
ラインで受講しました。
　全国でフレイル予防に携わるサポーターさんのお話をたくさん伺いました。

11（火）

18（火）

・コロナの影響で集まれない時期にコロナフレイルが進ん
でいた方が多かった。
・フレイル予防には動く、食べる、話す事が大切。
・フレイル予防は、コロナウィルス感染症重症化予防にも
効果あり。
・集まる事もリモートも、それぞれにメリットがある。
　ハイブリットでバランスよく。
・会場に来られない方に来てもらう工夫も大切。

下仁田町でも取り入れられる事がありそう・・・
今後の活動に活かして行きます。

健康健康

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。
緊急時にご利用してください。
◆５月１６日（日）小栁先生（青葉クリニック）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院　救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院 休日の小児救急診療
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約３分間の健康講話が聞けます
月／持病の薬と歯科治療　　　　　火／５０肩の知識
水／口臭の悩み　　　　　　　　　木／夏に悪化する皮膚病
金／どうする？埋まっている親知らず
土日／乳がん対策　－自分で出来ること、知っておくこと－
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆13日（木）　歯科　午後７時半～９時
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン5月 ☎０２７－２３４－４９７０

「健康カレンダー（5月～6月）」

富岡保健福祉事務所　5月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

6月25日（金）

5月11日（火）
6月8日（火）

5月28日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～
　　１時４５分

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
　　１時４５分

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ、
バスタオル
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと尿

乳幼児は
母子健康手帳

妊娠届出書

問診、計測、小児科診察、歯
科相談、家族計画・授乳・育
児相談、健康相談、離乳食
相談と試食

問診、計測、小児科診察、歯
科健診、歯科相談・希望者
にフッ素塗布、栄養相談と
手作りおやつの試食、健康
相談、心理発達相談

健康相談・栄養相談、介護相
談、血圧測定、育児相談、授
乳相談、むし歯予防相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和3年2月～3月生まれ

令和2年11月～12月生まれ

令和2年8月～9月生まれ

令和2年3月～4月生まれ

令和元年9月～10月生まれ

平成31年3月～4月生まれ

平成30年9月～10月生まれ

平成30年3月～4月生まれ

平成２9年9月～10月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」
予約制

6月11日（金）
予約締切日
6月9日（水）

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

※１歳６か月児健診は個
別に時間指定しますので、
通知をご確認ください。

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当

5月10・24（月）

5月11日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝
炎）・尿検査（クラミジア、淋菌）＊匿名で
受けられます

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後１時～２時
（予約制）

発熱外来延長のため休止中
富岡甘楽新型コロナ発熱外来延長のため、発熱以外の休日診
療は下仁田厚生病院(☎82-3555)、または公立富岡総合病院
(☎63-2111)が対応します。ただし、公立富岡総合病院は時間
外選定療養費(3,300円税込)がかかります。
小児科の受診は、公立富岡総合病院休日の小児救急診療、ま
たは小児科病院群輪番制の当番病院での受診となります。

広
報しもにた

『知って実践フレイル予防』

5月の予定●フレイル予防講座

問い合わせ：福祉課　包括支援係　☎64-8804（直通）

内　　容：地域包括支援センター保健師による
　　　　　①フレイル予防について　②楽しく体を動かそう　③簡単お口の体操　等
申し込み：5月から参加希望の方は、前日までに包括支援係へお申し込みください
定　　員：おおむね10人 ※定員を超えた場合は、会場の変更等をお願いする場合もあります

※新型コロナウイルス感染状況に応じて変更の可能性あり

会　場
西牧活性化センター
交流防災ステーション

（道の駅）
下仁田町公民館

実施日

24（月）

時　間

１３：３０～１４：３０

当日は下記を確認の上、ご参加を♥
●風邪症状等、普段の体調とお変わりないですか？  ●出かける前に体温測定（会場にも体温計を準備します）
●マスク着用忘れずに　●飲み物を持ちましょう

休日診療所 富岡市甘楽郡医師会
　夜間や休日にお子さんの病気への対応や応急処置などを電話で
相談できます。急な発熱、嘔吐、腹痛などで医療機関を受診すべきか
迷った時にお電話ください。保健師・看護師が相談に応じます。
◆電話番号　＃８０００
◆受付日時　月～土曜日：午後６時～翌朝午前８時
日曜日･祝祭日･年末年始：２４時間受付
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５３４

＃８０００こども医療でんわ相談

●受けてみました　～オンライン研修～
　介護予防サポーター（たすけ愛隊）、オーラルフレイル予防サポーターの皆さんが
～フレイル予防サポーター主体の地域フレイル予防活動～「全国フレイルチェックの集い」をオン
ラインで受講しました。
　全国でフレイル予防に携わるサポーターさんのお話をたくさん伺いました。

11（火）

18（火）

・コロナの影響で集まれない時期にコロナフレイルが進ん
でいた方が多かった。
・フレイル予防には動く、食べる、話す事が大切。
・フレイル予防は、コロナウィルス感染症重症化予防にも
効果あり。
・集まる事もリモートも、それぞれにメリットがある。
　ハイブリットでバランスよく。
・会場に来られない方に来てもらう工夫も大切。

下仁田町でも取り入れられる事がありそう・・・
今後の活動に活かして行きます。

健康健康

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。
緊急時にご利用してください。
◆５月１６日（日）小栁先生（青葉クリニック）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院　救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院 休日の小児救急診療
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お
忘
れ
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納
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は
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ん
か
？
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ま
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土
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も

納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
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が
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応
し
ま
す
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で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。午
前
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時
３０
分
〜
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後
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ま
で

※
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を
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だ
さ
い
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く
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ん
か
？

住
民
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
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す
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求
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よ
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求
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○
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願
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し
ま
す
。

１０
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木
）・18
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す
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さ
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ま
す
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で
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前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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車
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す
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車
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5
月
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支
払
日

6
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支
払
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料
広
告

人口
　男
　女
世帯

（　53）
（　25）
（　28）
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（　）内は前月比

6,920人
3,403人
3,517人
3,266世帯

転入  19人/  出生 3人
転出  62人/  死亡 13人

（4月1日現在）

（3月中）

下仁田町下仁田町

広
報 月
広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙
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3月届出分〈敬称略・順不同〉

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（節　子）
（　満　）
（渡辺浩）
（金井直美）
（謙　治）
（得　司）
（たつ乃）
（盛　司）
（洋　二）
（謙　二）

上　町
下小坂
小　川
川　井
南野牧
上　町
東　町
吉　崎
矢　川
吉　崎

林　茂雄
新井　覚
石井　武
松口　勝己
並木　榮治
新井　節子
町田　誠一
橋　数幸
村岡　勝𠮷
神戸　治雄

プライド・イン

自然と文化が融合する

イベント

地　区
ご出産おめでとうございます

神 戸　蓮 大 （祐人・静香）  下　町

（保護者）出　生　児
れお

高 橋　優 月 （大基・静香）  小　川
ゆづき

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

有
料
広
告

10：00～20：00（最終入館は19：30となります）※
当面の間
10：00～20：00（最終入館は19：30となります）※
当面の間

営
業
時
間

急
募

皆様のお越しをスタッフ一同、お待ちしております。皆様のお越しをスタッフ一同、お待ちしております。

いっしょに働きませんか？パート・社員大募集!!いっしょに働きませんか？パート・社員大募集!!
【パート】若干名　年齢不問
①フロント②レストランホール③洗い場④清掃
時給９００円　土日祝は９５０円　１８時以降　１,０００円　土日祝は　１,０５０円
【社員】
賃金：月給20万円～40万円、交通費支給、社会保険完備、週休二日制（シフト制）

【パート】若干名　年齢不問
①フロント②レストランホール③洗い場④清掃
時給９００円　土日祝は９５０円　１８時以降　１,０００円　土日祝は　１,０５０円
【社員】
賃金：月給20万円～40万円、交通費支給、社会保険完備、週休二日制（シフト制）

憩いと癒しのひとときを当館で憩いと癒しのひとときを当館で

営業時間短縮のお知らせ営業時間短縮のお知らせ

青空の音楽イベント『BLUE ROCK HEAVEN』開催
（～青岩公園の新たな可能性とバイブレーションテーブル～）
青空の音楽イベント『BLUE ROCK HEAVEN』開催
（～青岩公園の新たな可能性とバイブレーションテーブル～）

●お問い合わせ　下仁田町大字南野牧9326-1　☎0274-67-5577

4月4日（日）キッチンカーやバンドで賑わった青岩公園4月4日（日）キッチンカーやバンドで賑わった青岩公園

『しもにたインフォメールを登録して
町からのお知らせを受信ください（P2）』
『しもにたインフォメールを登録して
町からのお知らせを受信ください（P2）』


